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市制施行 60周年を
迎えて

桜井市長　松井 正剛

　桜井市は、古代ヤマト王権発祥の地で

あり、国の始まりの地、歴史文化発祥の

地と言われてきました。市内に点在する

歴史的文化遺産や史跡、古社寺や古道は、

悠久の時の流れを経てその歴史の面影を

今に伝えています。また、青垣の山々に

抱かれた豊かな自然環境と四季の移り変

わりの穏やかな気候に恵まれた「まほろ

ば」の地であります。

　昭和 31 年９月１日に市制施行以来、

本年で 60周年を迎えますが、幾多の先

輩方が厳しい試練や困難を乗り越え、桜

井市をここまで築いてこられました。　

　今、少子高齢化と人口減少の問題が深

刻になり、国を挙げて「地方創生」の取

り組みを進めております。

　桜井市においても、次の世代に最善の

形として託せるよう「地方創生」のまち

づくりに取り組み、この 60周年を契機

とし、心を新たに「日本一住みたいまち

桜井」を目指し、ゆとりと潤いのあるま

ちづくりを進めてまいりますので、皆様

方のより一層のご支援、ご協力をお願い

申し上げます。

平成 28年９月

平
成
28
年
９
月

桜
井
市
は
、市
制
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
60
年
と
い
う
月
日
の
流
れ
は
、
長
い
と
感
じ
る
で
し
ょ
う
か
。
あ
っ
と
い
う
間
に
思
え

る
で
し
ょ
う
か
。
人
で
あ
れ
ば
、
誕
生
し
て
か
ら
の
こ
の
期
間
に
子
や
孫
が
生
ま
れ
、
３

世
帯
で
暮
ら
す
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

　
桜
井
市
は
、
古
代
国
家
成
立
の
時
代
か
ら
「
国
の
ま
ほ
ろ
ば
」
と
讃
え
ら
れ
て
き
た
場

所
で
す
。
そ
ん
な
遠
い
古

い
に
し
えか

ら
見
る
と
、
60
年
間
の
歩
み
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
こ

れ
ま
で
の
道
を
つ
な
い
で
く
れ
た
み
な
さ
ん
に
感
謝
し
、
こ
の
先
に
続
く
長
い
未
来
を
見

据
え
な
が
ら
、
よ
り
良
い
ま
ち
に
な
る
よ
う
一
歩
ず
つ
歩
ん
で
い
き
ま
す
。
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桜
井
市
議
会
議
長

　
我
妻　
力

　
桜
井
市
制
60
周
年
を
迎
え

ま
し
た
こ
と
を
、
市
民
の
皆

様
方
と
と
も
に
、
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
は
昭
和
31
年
９
月
１

日
桜
井
町
・
大
福
村
・
香
久

山
村
３
か
町
村
の
合
併
に
よ

り
誕
生
。
そ
の
後
、
上
之
郷

村
、
初
瀬
町
、
大
三
輪
町
と

順
次
編
入
合
併
し
、
一
部
境

界
変
更
を
経
て
、
現
在
の
市

勢
進
展
の
地
域
基
盤
を
確
立

し
ま
し
た
。

　
以
来
、
美
し
い
自
然
と
豊

か
な
歴
史
・
文
化
遺
産
に
恵

ま
れ
た
桜
井
市
で
は
、
様
々

な
施
策
の
推
進
に
努
力
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
教
育

施
設
の
整
備
、
道
路
、
下
水

道
な
ど
の
都
市
基
盤
整
備
、

循
環
型
社
会
の
ま
ち
づ
く
り

等
市
民
生
活
・
福
祉
の
向
上

に
着
実
な
発
展
を
遂
げ
て
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
近
年
、
地
場
産
業

の
衰
退
に
よ
る
地
方
経
済
の

低
迷
が
続
き
、
ま
た
少
子
高

齢
化
と
人
口
減
少
問
題
に
よ

り
様
々
な
課
題
が
山
積
し
て

お
り
ま
す
。

　

市
議
会
と
致
し
ま
し
て

も
、
市
制
60
年
の
歩
み
を
振

り
返
り
、
先
達
の
遺
産
を
受

け
継
ぎ
発
展
さ
せ
て
い
く
と

と
も
に
、
す
べ
て
の
英
知
を

結
集
し
、
桜
井
市
の
「
地
方

創
生
」
を
実
現
す
る
た
め
、

よ
り
一
層
の
努
力
を
傾
注
す

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
今
後
と
も
格
別
の
ご
協

力
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
市
制
60
周
年
記
念
の
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

こ
の
子
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
…

今
日
か
ら
始
ま
る
次
の
60
年
へ
。

　
８
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
陽
だ
ま
り
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
に
は
、
親
子
連
れ
を
中
心
に
た
く
さ

ん
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
期
待
に
応
え
、
今
後
子
育
て
世
代
は
も
ち

ろ
ん
、健
康
や
医
療
、福
祉
の
拠
点
と
し
て
、

み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
連

携
を
強
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
日
か
ら
新
た
に
始
ま
る
次
の
ス
テ
ー

ジ
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
子
ど
も
た
ち
の
明
る

く
元
気
な
声
が
響
く
桜
井
市
を
目
指
し
、
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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昭
和
31
年
９
月　
市
制
施
行

昭
和
34
年
２
月　
初
瀬
町
を
廃
止
し
、
桜
井
市
に
合
併

昭
和
37
年
10
月　
大
鵬
・
柏
戸
両
横
綱
を
は
じ
め
幕
内
力
士
が
相
撲
神
社
を
参
拝

昭
和
38
年
４
月　
大
三
輪
町
を
廃
止
し
、
桜
井
市
に
合
併

昭
和
42
年
５
月　
新
庁
舎
お
よ
び
消
防
庁
舎
完
成

昭
和
44
年
10
月　
桜
井
駅
北
口
広
場
完
成

昭
和
45
年
６
月　
芝
運
動
公
園
市
民
プ
ー
ル
完
成

昭
和
47
年
11
月　
土
舞
台
顕
彰
除
幕
式

昭
和
50
年
９
月　
第
１
回
さ
く
ら
い
万
葉
ま
つ
り
開
催

昭
和
51
年
９
月　
市
民
憲
章
、
市
の
木
、
市
の
花
制
定

昭
和
56
年
４
月　
市
民
会
館
、
中
央
公
民
館
完
成

昭
和
58
年
５
月　
芝
運
動
公
園
総
合
体
育
館
完
成

昭
和
61
年
９
月　
第
１
回
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

昭
和
61
年
10
月　
熊
野
市
と
の
友
好
都
市
締
結

平
成
元
年
４
月　
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
完
成

　
　
　
　
　
　
　
シ
ャ
ル
ト
ル
市
（
フ
ラ
ン
ス
）
と
の
友
好
都
市
締
結

平
成
元
年
10
月　
大
社
町
（
平
成
17
年
出
雲
市
と
合
併
）
と
の
友
好
都
市
締
結

平
成
３
年
４
月　
エ
ル
ト
桜
井
完
成

平
成
６
年
４
月　
広
報
紙
の
名
称
が
「
わ
か
ざ
く
ら
」
に

平
成
７
年
３
月　
桜
井
駅
駅
舎
完
成

平
成
７
年
10
月　
高
齢
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成

平
成
９
年
３
月　
桜
井
宇
陀
広
域
連
合
発
足

平
成
11
年
10
月　
市
立
図
書
館
完
成

平
成
15
年
４
月　
桜
井
市
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
完
成

平
成
15
年
９
月　
新
鹿
路
ト
ン
ネ
ル
開
通

平
成
17
年
10
月　
桜
井
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
開
始

平
成
18
年
９
月　
市
制
施
行
50
周
年

平
成
21
年
11
月　
纒
向
遺
跡
に
宮
殿
跡
発
掘

平
成
22
年
３
月　
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ひ
み
こ
ち
ゃ
ん
」
決
定

平
成
22
年
４
月　
中
和
幹
線
開
通

平
成
22
年
10
月　
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
行
幸
啓
（
長
谷
寺
訪
問
）

平
成
24
年
４
月　
桜
井
市
纒
向
学
研
究
セ
ン
タ
ー
設
立

平
成
25
年
８
月　
桜
井
高
校
夏
の
甲
子
園
出
場

平
成
25
年
10
月　
纒
向
遺
跡
国
史
跡
指
定

平
成
25
年
12
月　
さ
く
ら
い
１
０
０
選
の
選
定

平
成
26
年
７
月　
相
撲
神
社
「
勝
利
の
聖
」
建
立

平
成
26
年
11
月　
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
行
幸
啓
（
大
神
神
社
訪
問
）

平
成
26
年
12
月　
奈
良
県
と
の
ま
ち
づ
く
り
連
携
協
定
締
結

平
成
27
年
４
月　
観
光
親
善
大
使
に
水
森
か
お
り
氏
就
任

平
成
28
年
６
月　
桜
井
駅
メ
ス
リ
塚
線
開
通

平
成
28
年
８
月　
桜
井
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
陽
だ
ま
り
」
開
所

《
こ
れ
ま
で
の
60
年
》

➑
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　市の子育て支援事業の「つどいの広場」や
「ぴよぴよ教室」を長年ボランティアで手伝っ
ています。子どもたちの成長を見られるの
は、本当に嬉しいし楽しいです。この前でき
なかったことが、今日はできるようになって
るね！って。一緒に喜びたいから、お母さん
も子どもも、毎日ひとつは褒めてあげるよう
にしています。
　市内で子育てをしやすくする取り組みは増
えてきたと思うんですけど、ボランティアを
やっている人が少ないんですよね。もっと増
えたらいいなと思います。楽しいし、いろん
な世代と交流することで教えてもらったり刺
激もらったりすることが多いんです。
　ボランティアは健康の秘訣ですね。子ども
や若いママと関わると若くいられる。これか
らも元気に楽しく過ごせるように、子どもた
ちと関わっていきたいです。

これからも
ボランティアで子どもと
関わっていきたい
中川知子さん

桜井らしさを活かして、
また賑わいのあるまちを
取り戻したい
本町通・周辺まちづくり協議会
副会長　　     岡本　健さん

　昭和 40年～ 50年頃の本町通は、県の三
大商店街だったんです。店も最大 100 店ほ
どありました。それが最近どんどん寂しく
なってきて…。
　５年前、20名強でまちづくり協議会が立
ち上がり、私も参加しました。もう一度まち
に賑わいを取り戻したいと思っても、行政に
頼るだけではダメ。いろんな分野でがんばっ
ている地元の人が、地域の将来を考え、それ
ぞれの立場で自分事として取り組んでいま
す。イベントもいくつか立ち上がりました。
　いま、商工会や諸団体、金融、行政などの
組織が一緒になって「まちづくり会社」を作
り、桜井らしさを活かした新たなまちづくり
を目指しています。活動を始めると、より郷
土愛が生まれてきました。みんなでこれから
もっと桜井を盛り上げていきたいです。

桜井市とほぼ同世代
市内で活躍中の 2 人に今後を聞きました

●⑩

●⑪

●⑫

●⑬

●⑭
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Sakurai Information  +

問　奈良県広域消防組合桜井消防署（ 42‐4119）問　行政経営課（ 42‐9111 内線 256）

昼さがりのプレリュード
郁子イワノヴィッチ　ピアノリサイタル 平成 28 年上半期 火災・救急概況

問　けんこう増進課すくすく支援係（ 45‐3443）

親子の絆づくりプログラム
「赤ちゃんがきた！」参加者募集！

初めて赤ちゃんを育てているお母さん、「赤ちゃんが
泣いてばかりでどうしたらいいの？」「どのように

赤ちゃんと関わったらいいの？」などと悩んだり不安に
なったりしませんか？
　０歳時期は“親子の絆づく
り”にとても大切な時期です。
同じ０歳の赤ちゃんをもつ母
親仲間と一緒に、子育てプロ
グラムを学びませんか？

�日時  10 月３日㊊、17日㊊、24日㊊、31日㊊　
午前 10時～正午（11時 30分～正午は質問・交流タイム）
場所　保健福祉センター「陽だまり」２階
�内容　ＤＶＤやテキストを利用しながら、０歳時期に知っ
ておきたい子育ての知識を学びます。
対象　生後２～５か月の第１子の赤ちゃんとお母さん
定員　20組　※定員に達し次第締め切り
費用　テキスト代１冊 800円＋消費税	

友 好都市のフランス・シャルトル市と桜井市を音楽
でつないだピアニストの郁子・イワノヴィッチ

さんを招き、演奏会を開催します。午後のひととき、ド
ビュッシーとショパンの調べをお楽しみください。

�日時　９月25日㊐午後２時～
�出演　郁子・イワノヴィッチさん
�場所　市立図書館研修室１
�定員　200名（要申込）
　　　 ※定員になり次第締め切り
�費用　無料
�申込方法　行政経営課へ電話で申込み

平 成28年上半期（１月１日～６
月 30日）に市内で発生した火

災、救急概況を取りまとめました。

＜火災の部＞ 　火災件数（17件）
　 建物 林野 車両 その他 爆発 合計

平成 27年 6 0 4 10 0 20
平成 28年 11 0 ０ 6 0 17

＜救急の部＞ 　救急件数（1,459 件）搬送人員（1,352 人）
　 急病 交通事故 一般負傷 その他 合計

平成 27年 816 132 219 167 1,334
平成 28年 872 142 242 203 1,459

９月９日は「救急の日」
　救急の日は、救急業務および救急医療につい
て、みなさんの理解と認識を高めるため、また
救急医療関係者の意識の高揚を図ることを目的
に、昭和 57 年に定められました。 

救急の日イベントを開催します！
�日時　９月 10日㊏午前 10 時～午後２時
�場所　スーパーセンターオークワ桜井店（大字粟殿） 
店内および駐車場

応急手当の重要性！

脳は、心臓が止まると 15 秒以内に意識がなくなり、
３～４分以上そのままの状態が続くと回復するこ

とが困難となります。心臓が止まっている間、心肺蘇生
によって脳や心臓に血液を送り続けることができると、
心臓の動きが戻った後、後遺症を残さないためにも重要
です。命が助かる可能性は時間
とともに減っていきますが、そ
ばに居合わせた人が心肺蘇生を
行った場合には、その減り方が
ずいぶんゆっくりになります。
　このことからも、傷病者の命
を救うためには、その場に居合
わせた「あなた」が心肺蘇生を
行うことが、最も大切なのです。

�救命講習会の申込・問い合わせ先　奈良県広域消防組合
桜井消防署救急係（ 42 ‐4119） 

シャルトル大聖堂
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問　行政経営課（ 42‐9111 内線 256）問　環境部業務課（ 45‐2001）

環境川柳の募集
ごみ問題など環境に関する川柳を募集
します。入選作品（３点）は、ステー
ジで作品・氏名の発表と表彰を行いま
す。あわせて図書カードもプレゼント。
�申込方法　ハガキまたは FAXに、川柳作品、住所、氏名、
ふりがな、電話番号を記入のうえ、９月 30日㊎（必着）
までに下記へ。

リサイクルショップ出店者募集
家庭で使わなくなった物を中心に、リサイクルショップを
出店しませんか。雨天の場合は中止となり、出店料 1,000
円は返金します。
�申込方法　ハガキに、住所、氏名、年齢、電話番号、出
店品名を記入のうえ、９月５日㊊（必着）までに下記へ。
※希望者多数の場合は抽選。
�申込先（共通）　環境フェア実行委員会事務局（〒 633
‐0052大字浅古 485‐1・FAX45‐2002）

※�イベントの詳細は広報「わかざくら」10月号をご覧く
ださい。

10/23 ㊐桜井市環境フェア開催！
環境川柳・リサイクル店の出店者募集

市制施行 60 周年記念
「みんなDEどーもくん！」公開収録

　

BS プレミアム番組「みんなＤＥどーもくん！」の
公開収録を次のとおり実施します。

�日時  10 月 23日㊐　開演：午後２時 30分
（開場：午後２時、終演予定：午後３時 45分）
場所　市民会館
費用　無料
�申込方法　往復ハガキの往信用裏面に、郵便番号、住所、
氏名、電話番号、希望人数（保護者を含む４名まで）を
記入、返信用表面には郵便番号、住所、宛名を記入のうえ、
９月 30日㊎（必着）までに、行政経営課「みんなDEどー
もくん！」観覧係（〒633‐8585大字粟殿 432‐1 ）へ。
※�応募多数の場合は抽選。当選者には入場整理券（１枚で
４名入場可）を、落選者にはその案内を送付します。入
場整理券は満１歳以上の子どもから必要です。
※�往復ハガキの返信用
裏面は抽選結果を印
刷しますので、何も
書かないでください。

�主催　桜井市、ＮＨＫ
奈良放送局

問　学校教育課（ 42‐9111 内線 607）

平成 29 年度
公立幼稚園の園児を募集します

公立幼稚園では、いろいろな人とかかわり、遊びや生
活の中で、豊かな経験を積み重ね、自ら考え、行動

する力を育むことを目指しています。また、５園のつなが
りも大切にしています。
�募集対象児（市内居住に限る）
・５歳児　平成 23年４月２日～平成 24年４月１日生まれ
・４歳児　平成 24年４月２日～平成 25年４月１日生まれ
・３歳児　平成 25年４月２日～平成 26年４月１日生まれ
※�３歳児保育は、織田纒向幼稚園（定員 25名）、三輪幼
稚園（定員 25名）、桜井南幼稚園（定員 50名）で行っ
ています。定員を超えた場合は抽選となります。
�経費
・�保育料（平成 28年度上限 6,100 円）
※世帯状況や世帯の所得に応じて、保育料が異なります。
・その他（ＰＴＡ会費等）　　　　　　　　　　
�教育時間
・月火木金　……午前８時 30分～午後２時
・水　　　　……午前８時 30分～ 11時 30分
※�子育て支援として教育時間終了後、午後４時まで預かり
保育を行っています。

�受付期間　９月１日㊍～ 15日㊍
�受付場所　各幼稚園※入園願書は幼稚園にあります。

《各幼稚園の所在地・電話番号》
三輪幼稚園（三輪 324） 42‐6077
桜井南幼稚園（河西 207） 43‐2947
安倍幼稚園（生田 578） 42‐3608
織田纒向幼稚園（芝 1835） 43‐0240
桜井西幼稚園（西之宮 211‐1） 42‐9107
＊�今現在、桜井西幼稚園は耐震補強工事中のため、桜井西ふれあい
センター分館が仮園舎になっていますが、平成 29年度は桜井西
幼稚園で保育を行います。

今日はうれしい誕生会

みんなでハイタッチ！
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定
例
会
の
概
要

　

平
成
28
年
6
月
定
例
会
は
、

６
月
２
日
か
ら
20
日
ま
で
の
19

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は

◇
報
告
案
件
・
・
・
・
・
・
4
件

◇���

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ

せ
よ
う
と
す
る
期
間
の
変
更

に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
1
件

◇�

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ

い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
1
件

◇
条
例
の
一
部
改
正
・
・
・
6
件

◇�

条
例
の
廃
止
・
・
・
・
・
１
件

を
す
べ
て
可
決
・
承
認
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
る
意

見
書
1
件
を
可
決
し
た
ほ
か
、

人
事
案
件
1
件
を
承
認
し
ま
し

た
。

選
挙
区
内
に
お
け
る

香
典
を
自
粛
い
た
し
ま
す

※�

桜
井
市
議
会
で
は
、
平
成
28
年

４
月
１
日
よ
り
、
選
挙
区
内
の

香
典
を
自
粛
す
る
こ
と
を
申
し

合
わ
せ
ま
し
た
。
ご
理
解
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

平成 28 年 9月 1日発行　№ 178

さくらい
市議会だより

平成 28 年 6 月定例会報告

トピックス 　……… 8
議決結果 　………… 9
常任委員会　……… 10
代表・一般質問 … 10・11
特集……………… 12・13
特集・お知らせ…… 14

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
は
じ
ま
る
‼

　
　
　
平
成
28
年
度
議
会
報
告
会
を
11
月
に
開
催
し
ま
す
。

　
　平成 28 年熊本地震により被災された皆様に謹
んでお見舞い申し上げます。
　桜井市議会議員一同は、被災されました皆様を
支援するため、九州市議会議長会を通じ、義援金
50 万円をお送りいたしました。
　被災地の早期の復旧・復興を心からお祈り申し
上げます。

表紙の写真を募集します。（詳しくは P14 まで）

主 な 議 案 の 議 決 結 果
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議案番号 件　　名 概　　　要 議決結果

議案第 36 号
（産業建設委員会）

工事請負契約の金額の変更に
ついて

平成 27 年 9 月 24 日に議会の議決を得た「工
事請負契約の締結（簡易水道統合施設整備工
事　２工区）」の契約金額について変更が生じ
たため、議会の議決を求める。

・変更前の契約金額　172,491,120 円
・変更後の契約金額　181,624,680 円
・契約の相手方　井前・藤井特定建設工事
　　　　　　　  共同企業体
・（変更理由）
　新設した小夫配水池において、当初は配水
池の設置のみを計画していたが、地元要望も
あり、防犯対策及び維持管理を考慮し、周辺
にネットフェンス等の対策をするため、それ
に伴う施工費を変更するものである。
　小夫配水池の進入路において、当初は未舗
装であったが、今後の維持管理及び地元要望
もあり、アスファルト舗装を施工するため、そ
れに伴う施工費を変更するものである。

可　決
（賛成全員）

議案第 41 号
（文教厚生委員会）

桜井市休日応急診療所条例の
一部改正について

桜井市保健福祉センター「陽だまり」の事業
開始に伴い、当該条例の一部改正を行う。
・�休日応急診療所の位置を「金屋136番地の１」
から「粟殿 1000 番地の１」に一部改正する。
・�平日の夜間における内科の応急診療の開始に
伴い、条例名を「桜井市休日応急診療所条例」
から「桜井市休日夜間応急診療所条例」に改
める。
・�診療所の診察日、診療科目及び診療時間は、
※別表のように改める。

可　決
( 賛成全員 )

発議案第 3 号
次期介護保険制度改正における
福祉用具、住宅改修の見直しに
関する意見書の提出について

提出先　内閣総理大臣　厚生労働大臣 可　決
( 賛成全員 )

同第 2 号 監査委員の選任につき同意を求
めることについて 大字高田　西岡　良郎氏 同　意

( 賛成全員 )

※別表：桜井市休日応急診療所条例（診療日等）

診療日 診療科目 診療時間

(1) 日曜日
(2)�国民の祝日に関する法律（昭和 23
年法律第 178号）に定められた休日

(3)�1 月 2日及び同月 3日、8月 15日、
12月 30日及び同月 31日

内科、小児科及び
外科の軽易な応急
治療

午前 10時から午後 4時まで及び
午後 6時から午後 11時まで

月曜日から金曜日まで
（これらの日が前項第 2号又は第 3号に
該当するときを除く。）

内科 午後 9時 30 分から午後 11 時 30 分
まで

主 な 議 案 の 議 決 結 果
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文
教
厚
生
委
員
会

　
　
　
（
付
託
案
件
1
件
）

問�　
診
療
所
に
お
け
る
診
療
時
間
を
午
後

９
時
30
分
か
ら
午
後
11
時
30
分
と
し
た

経
緯
は
ど
う
か
。

答�　
平
成
25
年
11
月
か
ら
平
成
26
年
11
月

に
か
け
て
、患
者
状
況
調
査
を
行
っ
た
。

午
後
９
時
30
分
か
ら
と
し
た
の
は
、
本

市
の
開
業
医
の
先
生
方
が
午
後
８
時
ま

で
診
療
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

問�　

桜
井
市
の
単
独
事
業
と
し
て
い
る

が
、
宇
陀
市
を
含
め
た
広
域
的
視
点
が

必
要
で
な
か
っ
た
か
。

答�　
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
当
初
は
本
市

限
定
で
考
え
て
い
た
が
、
応
分
の
負
担

も
含
め
、
今
後
は
広
域
で
の
運
営
の
必

要
性
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問�　
平
日
の
夜
間
の
診
療
科
目
に
小
児
科

を
入
れ
て
欲
し
い
と
い
う
声
が
多
く
あ

る
が
、
医
師
の
派
遣
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。

答�　
小
児
科
に
対
す
る
要
望
が
あ
る
こ
と

は
認
識
し
て
お
り
、
医
師
の
確
保
な
ど

要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も
努

力
し
て
い
き
た
い
。

産
業
建
設
委
員
会

　
　
　
（
付
託
案
件
１
件
）

問��　
事
前
調
査
に
不
備
は
な
か
っ
た
か
。

今
回
を
踏
ま
え
、
情
報
の
管
理
に
努
め

て
ほ
し
い
。

答�　
事
前
調
査
に
つ
い
て
は
、
担
当
課
と

も
調
整
を
図
っ
て
い
る
が
、
工
事
の
性

格
上
、
掘
ら
な
い
と
わ
か
ら
な
い
部
分

も
あ
っ
た
。

問�　
ま
だ
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
未
普
及
地

域
に
つ
い
て
も
検
討
願
う
と
と
も
に
、

地
元
の
声
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
て

ほ
し
い
。

答�　
市
長
部
局
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら

あ
た
り
た
い
。

問�　
小
夫
・
笠
配
水
池
の
容
量
は
、
災
害

時
に
は
ど
れ
程
耐
え
ら
れ
る
の
か
。

答�　
丸
一
日
、
24
時
間
は
確
保
で
き
る
見

込
み
で
あ
る
。

桜
井
市
休
日
応
急
診
療
所
条
例
の
一
部

改
に
つ
い
て
（
抜
粋
）

代 表 ・ 一 般 質 問 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 常 任 委 員 会 の 審 査 か ら 　

工
事
請
負
契
約
の
金
額
の
変
更
に
つ
い
て

（
抜
粋
）

 
付
託
…�
提
出
さ
れ
た
議
案
な
ど
を
、
さ
ら
に
詳
し
く
検
討
を
加
え
る
た
め

議
長
か
ら
各
委
員
会
に
審
査
を
託
す
こ
と

豆知識
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岡田　光司 議員

防災対策について

問 熊本地震では、熊本市内の耐震化済みで
あった公立小中学校の体育館が損傷した。

避難所にもなる本市の学校の体育館は大丈夫か。
再点検の考えは。また、避難所の災害対策につい
てはどうか。7月 11日ナラ・シェイクアウト（地
震行動訓練）にどのように関わる考えか。

答 学期に1度実施する避難訓練により、想定
外の地震にも対応していきたい。避難所に

おける土砂災害等への市民の不安には、県に対し
早急に工事の要望をしていく。県下一斉に行われ
るシェイクアウト訓練では、館内放送による訓練
の呼びかけに伴い、安全確保行動をとる。その後、
担当職員が避難誘導、脱出訓練等を行うことを現
在検討している。

金山　成樹 議員

健康寿命をのばすための
桜井市の取り組みについて

問 日本は世界有数の長寿国となったが、本市
にとって大切なことは、できる限り病気を

予防し、健康寿命をのばすことである。県は健康
寿命日本一を目標に様々な施策に取り組む考えで
あるが本市はどうか。

答「健康で自立して長生き」することが、誰
しもの理想である。本市も「なら健康長寿

基本計画」の調査結果に基づき、がん検診の種目
を増やし、スムーズに検診を受けていただけるよ
う受診券方式を導入した。高齢者が手軽に取組め
る「いきいき百歳体操」なども実施していきたい。
また、本年 4月から地域包括ケア推進室を設置し、
市民がいつまでも住み慣れた地域で安心して生活
できるよう、取り組みを進めたい。

土家　靖起 議員

熊本地震を教訓とした防災
対策について

問 熊本地震は、多くの教訓を本市に与えてく
れた。南海トラフ地震など、いつ起きても

不思議でない地震に対し、庁舎の耐震化や災害対
策本部の設置場所など、最低限の取り組みが出来
ていないと考える。組織全体としてどのように防
災対策に取り組むのか。

答 地震による庁舎の機能不全等様々な問題を
検証し、地域防災計画を再点検し、見直し

を図りたい。各部署が力をあわせ、国等補助金も
活用しながら、各施設の耐震化や防災意識の普及
など、より一層災害対策に取り組みたい。

【その他の質問項目】
●�ごみ収集の民間委託にかかる業務検証会議の進
捗状況について
●子どもの貧困対策について

大園　光昭 議員

若者の政策形成過程への
参画について

問 18歳選挙権が実現する今夏の参議院選挙
を前に、新しく有権者になる若者に選挙権

を行使するための方策はどうか。また、若者の意
見をどのようにまちづくりへの提案など、政策に
反映させる考えか。

答 選挙啓発はがきの送付や奈良県立大学と連
携し、１・２回生を中心に、期日前投票所

の立会人として選挙事務に従事してもらうことで、
政治に参加するという意識を高め、啓発していき
たい。現在、実施する桜井駅周辺地区のまちづく
りなどのように、今後も若者の意見を政策に反映
させる取り組みを進めたい。

【その他の質問項目】
●自動車運転免許証の自主返納制度について
●固定資産税の課税漏れ、評価漏れについて

�

代 表 ・ 一 般 質 問

一般質問 代表質問

一般質問一般質問
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問「女性の活躍を阻害するような国は社会的
に成長しない」ということが、世界の常識

となる中、国は指導的立場の女性の割合を 3割と
する目標を立て、県は女性活躍推進課を設置し、
積極的に女性の活躍推進に努めている。本市にお
いても、政策や意思形成の場に女性の意見を反映
させるため、管理職の女性の割合を高める必要が
あると考えるがどうか。

答 本年４月に策定した「女性職員の活躍の推
進に関する特定事業主行動計画」のもと、

これまで以上に女性の活躍を推進し、女性の意見
を積極的に反映できる組織づくりに取組みたい。

【その他の質問項目】
●ＣＬＴの推進について
●地震発生時の対応等について

問 昨年、幸いにも職員に怪我はなかったが、
グリーンパークリサイクルセンター棟で　

起こった 2度の爆発・火災事故による被害額は
1億円近いと聞く。その後の取り組みはどうか。　
原因の一つに市民のモラルの低下があるが、行政
として環境フェアに対する取り組みをより充実す
べく見直し、検討する必要があるのではないか。

答 搬入される全ての可燃ごみを展開検査し、
スプレー缶等をピックアップしている。ま

た、4月より危険ごみの収集日を設け、スプレー
缶等の別途回収を始めた。環境フェアについては、
創意工夫を凝らし、より充実したイベントとなる
よう携わる職員の意識改革も含め、検討していき
たい。

【その他の質問項目】
●都市公園について

問 4月に障害者差別解消法が施行されたが、
本市の取り組みは。内閣府は障がい者に必

要とされる代表的な合理的配慮を示しているが、
本市においては、当事者や関係者の声を聞き、改
善に向けた努力をすべきではないか。また、係で
はなく専門的に担当する課が必要ではないか。

答 全職員を対象に障がい者が困られているこ
と、手助けや配慮を理解する、まほろば「あ

いサポート運動」の研修等を行った。今後もあら
ゆる機会を通じ、障がい者に対する差別意識を取
り除くための啓発活動を図りたい。障がい者福祉
の向上や社会参加の促進を進める上で、行政組織
として推進体制の充実の検討を進めたい。

【その他の質問項目】
●�可燃ごみの収集について
●職員の超過勤務について

　９月定例会より、本会議のようすを携帯
電話（スマートフォン）やタブレット・パ
ソコンでご覧いただけるようになります。

環境への取り組みについて 女性の社会進出について

障害者差別解消法に基づく
桜井市の取り組みについて

議案審議や一般質問の臨場感を

身近に！

　工藤　将之 議員

吉田　忠雄 議員

　　　工藤　行義 議員

インターネット議会
録画中継

はじまる！！

一般質問 一般質問

一般質問

※操作方法は、P14をご覧ください。

　 　                                   代 表 ・ 一 般 質 問特 集
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問　
ま
ず
、
大
き
な
視
点
で
の
考
え
は
。

答���　
行
財
政
改
革
・
防
災
な
ど
を
所
管
し
ま
す
。
特
に
、

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
市
長
の
公
約
・
職
員
の
適

正
な
配
置
な
ど
に
つ
い
て
、
き
ち
ん
と
チ
ェ
ッ
ク
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
最
近
の
国
・
県
の
動
向
に
関
し
て
は
。

答��　
地
方
創
生
に
関
す
る
補
助
金
の
チ
ェ
ッ
ク
が
大
き
な

課
題
と
考
え
ま
す
。
地
方
創
生
の
政
策
の
も
と
で
、
多

額
の
補
助
金
が
桜
井
市
に
も
入
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
が
市
民
生
活
に
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
防
災
も
大
き
な
課
題
で
す
。

桜
井
市
庁
舎
は
耐
震
補
強
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
も

あ
り
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
し
っ
か
り
と
し
た
防
災
拠

点
と
な
る
よ
う
に
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
早
急

に
対
策
す
る
よ
う
求
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問�　
桜
井
市
の
厚
生
部
門
で
は
、
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し

た
が
。

答��　
８
月
１
日
よ
り
、保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
陽
だ
ま
り
」が
、

県
の
旧
総
合
庁
舎
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
特
に
、
新
し

い
取
り
組
み
と
し
て
夜
間
診
療
所
・
切
れ
目
の
な
い
子
育

て
支
援
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
当
委
員
会
で
は
こ
れ
ら
の

様
々
な
意
見
を
取
り
入
れ
て
、
よ
り
良
い
も
の
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
そ
の
他
、
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
は
。

答��　
そ
う
で
す
ね
。
貧
困
家
庭
へ
の
対
策
で
す
ね
。
６
人
に

１
人
が
貧
困
と
云
わ
れ
て
い
る
日
本
で
、
桜
井
市
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
度
か
ら
新
し
く
出
来
た
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
制
度
な
ど
、
貧
困
家
庭
の
助
け
と
な
る
よ

う
な
制
度
が
上
手
く
機
能
し
て
い
る
の
か
を
正
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問�　
今
年
に
入
り
、
メ
ス
リ
塚
線
の
開
通
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
が
、
桜
井
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
は
。

答��　
今
、
県
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
得
て
、
桜
井
市
で
は
主

に
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
ま
ち
づ
く
り
が
県
の
補
助
が
な
く
な
っ
た
途

端
に
と
ま
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
は
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
、
委
員
会
か
ら
も
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
と
な
る
よ
う
に
、
ア
イ
デ
ア
を
出
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
。

答��　
ま
ず
は
、
勉
強
会
で
す
ね
。
委
員
会
と
し
て
き
ち
ん

と
現
状
を
把
握
し
、
そ
れ
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い
く

と
い
う
よ
う
な
流
れ
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
勉
強
会
は
委
員
会
以
外
の
議
員
に
も
希
望
さ
れ
る

方
は
入
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
形
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

各
常
任
委
員
長
に
聞
く
。

常
任
委
員
会
は
、
議
案
等
を
く
わ
し
く
審
査
す
る
た
め
設
置
さ
れ
て
お
り
、
桜
井
市
に
は

総
務
・
文
教
厚
生
・
産
業
建
設
の
３
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

特 集

総務委員長
土家　靖起

文教厚生委員長
札辻　輝巳

産業建設委員長
工藤　行義
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問　
ま
ず
、
運
営
委
員
会
の
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答�　
議
会
運
営
委
員
会
（
以
下
、
議
運
）
で
は
、
議
会
の

円
滑
な
運
営
は
も
と
よ
り
、
議
会
基
本
条
例
・
政
治
倫

理
条
例
に
則
っ
た
議
会
活
動
の
監
視
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

問　
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
活
動
と
な
り
ま
す
か
。

答�　
議
運
の
活
動
は
先
程
述
べ
ま
し
た
通
り
、
多
々
あ
り

ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
と
の
接
点
と
し
て
は
、
議
会
報

告
会
の
開
催
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
次
回
で
３
回
目
の
開

催
と
な
り
ま
す
が
、
今
回
か
ら
は
前
回
ま
で
と
同
じ
よ

う
な
報
告
会
で
は
な
く
、「
報
告
会
」
＋
「
テ
ー
マ
を

決
め
た
懇
談
会
」
の
よ
う
な
方
法
で
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
議
会
の
権
限
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
で
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
市
政
に
反
映
で
き

る
よ
う
な
仕
組
み
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

議
会
運
営
委
員
長
に
聞
く
。

議会報告会開催のお知らせ
◇日時　11 月 19 日 ㊏ 午後２時～３時 30 分
◇会場　市役所 2 階大会議室
◇内容　①平成 28 年 9 月定例会等の報告
　　　　②「防災・子育て」について
　　　　　意見交換会
　※事前申込みはいりません。
　　気軽に参加してください。

　　　議会だよりの表紙
　　　　写真・絵画・イラスト募集
◇募集内容
　市内の「自然」「暮らし」「街並み」「イベント」など、
　桜井市の魅力を紹介できる写真・絵画・イラスト作品
◇議会広報委員会が選考します。
　※�募集について、くわしくは議会ホームページもしくは、

議会事務局 ( 42-9132) へ問い合わせてください。

①�桜井市ホームページの桜井市議会
を『クリック』

↓
②�「インターネット議会中継」を
　『クリック』　

↓　

　
インターネット映像配信（録画）は議
会最終日から約 1 週間後に配信します。
日程や発言者から検索することもでき
ますので、ぜひご覧ください。

録画映像
　会議名でさがす　　　▶
　議員名でさがす　　　▶
　会派名でさがす　　　▶
　ことばでさがす　　　▶

市制施行 60 周年記念事業
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
　　くわしくは、10 月以降の市ホームページにて！

　 　   　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 特 集 ・ お 知 ら せ

桜井市議会映像配信

桜井市子ども議会開催決定！

インターネット議会録画中継
の操作方法

日時　11 月 26 日 ( 土 )
　　　午前 10 時～
場所　市役所 4 階本会議場

運営委員長
高谷　二三男
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選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　
公
職
選
挙
法
第
22
条
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
９
月
２
日
に
新

し
く
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
た
人
を
掲
載
し
た
書
面
を
、
次

の
と
お
り
縦
覧
で
き
ま
す
。

▽�

日
時　
９
月
３
日
㊏
～
７
日
㊌

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▽�

場
所　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
市
役
所
３
階
）

◆�

選
挙
人
名
簿
登
録
資
格
を
有
す

る
人
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽�

年
齢
条
件　
平
成
10
年
９
月
２

日
以
前
（
同
日
を
含
む
）
に
生

ま
れ
た
人
で
あ
る
こ
と

▽�

住
所
要
件　
平
成
28
年
６
月
１

日
以
前
（
同
日
を
含
む
）
に
、

本
市
に
住
民
票
が
作
成
さ
れ
た

（
他
の
市
町
村
か
ら
本
市
に
住

所
を
移
し
た
人
で
転
入
届
を
し

た
人
に
つ
い
て
は
当
該
届
出
が

な
さ
れ
た
）
人
で
あ
る
こ
と
。

※�

同
時
に
平
成
28
年
６
月
３
日
か

ら
平
成
28
年
９
月
２
日
ま
で
の

間
に
新
た
に
市
の
在
外
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
た
人
を
記
載

し
た
書
面
も
縦
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

 　

選
挙
管
理
委
員
会
（

内
線

２
４
１
）

児
童
手
当
現
況
届
の
手
続
は

お
済
み
で
す
か
？

　
６
月
分
以
降
の
手
当
を
受
給
す

る
に
は
、
児
童
手
当
現
況
届
の
提

出
が
必
要
で
す
。
対
象
者
に
は
５

月
下
旬
に
用
紙
を
送
付
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
届
が
な
い
と
10
月
以

降
の
手
当
が
受
給
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
人
は

早
急
に
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▽�
手
当
支
給
月　
６
月
・
10
月
・

２
月
の
そ
れ
ぞ
れ
15
日
（
土
・

日
・
祝
日
の
場
合
は
、
そ
の
前

の
平
日
）
に
、
各
月
の
前
月
分

ま
で
の
手
当
を
支
払
い
ま
す
。

　
　

児
童
福
祉
課
児
童
福
祉
係

（

内
線
２
８
１
）

自
衛
官
等
募
集

①
自
衛
官
候
補
生

▽�

試
験
日　
男
子
：
8
月
下
旬
以

降
受
付
時
に
お
知
ら
せ
、女
子：

9
月
23
～
27
日
（
内
1
日
）

②
一
般
曹
候
補
生

▽�

試
験
日　
［
１
次
］
９
月
16
日・

17
日
、［
２
次
］
10
月
6
日
～

12
日
（
内
1
日
）

③
航
空
学
生

▽�

試
験
日　
［
１
次
］
9
月
22
日
、

［
２
次
］10
月
15
日
～
20
日（
内

1
日
）、［
３
次
］
11
月
12
日
～

12
月
15
日
（
内
別
示
）

④
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

▽�

試
験
日　
［
１
次
］
10
月
29
日・

30
日
、［
２
次
］
12
月
14
日
～

16
日

⑤�

防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学

生
（
自
衛
官
候
補
看
護
学
生
）

▽�

試
験
日　
［
１
次
］
10
月
15
日
、

［
２
次
］
11
月
26
日
・
27
日

⑥
防
衛
大
学
校
学
生

▽�

試
験
日　
推
薦
9
月
24
日
・
25

日
、
総
合
選
抜
［
１
次
］
9
月

24
日
、［
２
次
］
10
月
29
日
・

30
日
、
一
般
（
前
期
）［
１
次
］

11
月
5
日
・
6
日
、［
２
次
］

12
月
6
日
～
10
日

○
共
通
事
項

▽�

資
格　
①
・
②
は
18
歳
以
上
27

歳
未
満
の
男
女
、
③
～
⑤
は
高

卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
男

女
、
⑥
は
高
卒
（
見
込
含
）
21

歳
未
満
の
男
女
（
推
薦
の
み
成

績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
等
に

顕
著
な
実
績
を
納
め
、
学
校
長

が
推
薦
で
き
る
者
）

▽�

受
付
期
間　
①
～
③
は
７
月
1

日
～
9
月
8
日
（
①
の
男
子
は

随
時
）、
④
～
⑤
は
9
月
5
日

～
30
日
、
⑥
は
推
薦
・
総
合
選

抜
は
9
月
5
日
～
8
日
、
一
般

（
前
期
）
は
9
月
5
日
～
30
日

　
　

自
衛
隊
天
理
募
集
案
内
所

（

０
７
４
３
‐
63
‐
２
５
４
０
）

第
52
回
芸
術
芸
能
祭

桜
井
市
展
募
集
の
お
知
ら
せ

　
11
月
19
日
㊏
～
20
日
㊐
に
美
術

展
・
盆
栽
展
・
茶
華
道
展
を
中
央

公
民
館
に
て
開
催
し
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
広
報
わ
か
ざ
く
ら

10
月
号
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・　
　
社
会
教
育
課
（

内
線

６
０
８
）

文
化
講
演
会

▽�

日
時　
11
月
３
日
㊍
㊗

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▽
場
所　
市
立
図
書
館
研
修
室
１

▽�

内
容　
戦
国
武
将
に
学
ぶ
「
仕

事
の
流
儀
」
～
藤
堂
高
虎　
ど

ん
な
創
意
工
夫
で
人
心
を
得
る

か
、
そ
の
術
と
は
～

▽�

講
師　
（
株
）
ら
く
た
び
代
表

取
締
役　
山
村
純
也
さ
ん

　
※
手
話
通
訳
あ
り

▽
費
用　
無
料

▽
定
員　
３
０
０
人

▽�

申
込
期
間　
９
月
１
日
㊍
～
10

月
７
日
㊎
〈
必
着
〉

▽�

申
込
方
法　
１
人
１
枚
の
ハ
ガ

キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
①
文
化
講

演
会
申
込
②
郵
便
番
号
③
住
所

④
氏
名
⑤
年
齢
⑥
電
話
番
号
を

記
入
し
て
申
込
先
へ
。
申
込
締

切
後
、受
講
票
を
送
付
し
ま
す
。

※
電
話
で
の
申
込
み
は
不
可
。

　
・　
　

社
会
教
育
課
（
〒

６
３
３
‐
８
５
８
５
大
字
粟
殿

２
０
２

内
線
６
０
８
FAX 

45
‐

０
９
６
２
）

　
　

行
政
情
報

　
　

募
集

第 44 回奈良県障害者作品展

▽ �展示期間　12月 3日㊏～ 8日
㊍まで（12月 5日㊊は休館）

▽時間　午前 9時～午後 5時
　（12月 8日㊍は正午まで）

▽ �場所　県文化会館展示室A、B
および特別展示室（奈良市登
大路町 6-2）

▽ �対象　県内在住の障がいを持
っている人

▽ �種目　絵画、写真、書道、工芸、
手芸、文芸（短歌、俳句、川
柳等）、コンピュータ・タイプ
アート　※１人１点

▽募集期間　9月 9日㊎まで
　※作品提出は 11月 18日まで
　・　（提出先）　社会福祉課障
害福祉係 ( 内線 272）

　
　

催
し
・
講
座

問

問

問

申
問

申
問

申問

せらお 知
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桜井市役所　 0744‐42‐9111（代表）〒 633‐8585 桜井市大字粟殿 432‐1
　　　　　　市ホームページ  http://www.city.sakurai.lg.jp/

申＝申込み先
問＝問い合わせ先 せらお 知

広報わかざくら　平成28年９月号

第
76
回

　
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

▽���
日
時　
９
月
８
日
㊍

　
午
後
０
時
15
分
～
０
時
45
分

▽
場
所　
市
民
会
館
ロ
ビ
ー

▽�

内
容　
フ
ル
ー
ト
で
フ
ィ
ギ
ュ

ア
・
ス
ケ
ー
ト
！

▽�

出
演
者

　
松
村
容
子
さ
ん
（
フ
ル
ー
ト
）、

　
浜
田
純
子
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

　
　
文
化
を
考
え
る
桜
井
市
民
の

会
（

０
９
０
‐
６
７
５
１
‐

５
７
０
８
）

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
40
団
体
験
集
会

▽
日
時　
9
月
25
日
㊐

　
午
前
９
時
50
分
～
午
後
２
時

▽�

場
所　

中
央
公
民
館
研
修
室

２
・
調
理
実
習
室

▽�

内
容　
お
や
こ
で
ク
ラ
フ
ト
に

チ
ャ
レ
ン
ジ

▽�

対
象　
就
学
前
１
年
～
小
学
３

年
生
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

５
組
（
先
着
順
）

▽
費
用　
無
料

▽�

持
ち
物　
は
さ
み
、エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
ふ
き
ん

▽
締
切
日　
９
月
17
日
㊏

▽
主
催　
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
40
団

　
・　
　

中
野
（

・
FAX‌

47
‐

７
８
１
８
）

市
観
光
協
会
主
催
事
業

①
拓
本
教
室

　
は
じ
め
て
の
人
で
も
一
回
の
受

講
で
美
し
い
拓
本
が
と
れ
る
よ
う

に
教
え
ま
す
。

▽��

日
時　
９
月
15
日
㊍

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午　
　

▽
場
所　
市
立
図
書
館　

▽
費
用　
５
０
０
円

▽�

申
込
方
法　

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
ハ
ガ
キ

②
大
和
の
古
道
紀
行

　
二
上
山
に
沈
む
夕
日
を
観
る
ハ

イ
キ
ン
グ
（
雨
天
中
止
）

▽���

日
時　
10
月
２
日
㊐

　
　
　
　
午
後
２
時
～
６
時
頃

▽�

集
合
時
刻
・
場
所

　
午
後
２
時
・
JR
桜
井
駅

▽�

解
散
時
刻
・
場
所

　
午
後
６
時
・
JR
巻
向
駅　

▽�

費
用　
８
０
０
円
【
提
灯
（
ろ

う
そ
く
付
き
）
プ
レ
ゼ
ン
ト
】

▽�

コ
ー
ス
（
約
７
㎞
）
桜
井
駅
→

仏
教
伝
来
の
地
碑
→
大
神
神
社

→
桧
原
神
社
→
井
寺
池

▽�

申
込
方
法

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
ハ
ガ
キ

※�

①
②
共
通
の
申
込
先　
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
桜

井
市
観
光
協
会
（
〒
６
３
３
‐

０
０
６
３
大
字
川
合
２
６
０
‐

２
商
工
会
館
２
階

　

・
FAX‌

42
‐
７
５
３
０
）
へ 

。

③�

万
葉
ゆ
か
り
の
地　
味う

ま
ざ
け酒

三
輪

の
里
を
歩
く
ハ
イ
キ
ン
グ

▽�

開
催
日　
９
月
18
日
㊐

▽
集
合
時
刻
・
場
所　

　
午
前
９
時
45
分
・
JR
三
輪
駅
前

▽�

コ
ー
ス
（
約
３
㎞
）
JR
三
輪
駅

→
大
神
神
社
→
大
美
和
の
杜
展

望
台
→
恵
比
須
神
社
→
古
い
商

家
街
並
み
→
JR
三
輪
駅

※
予
約
不
要
、
正
午
頃
解
散

▽
費
用　
無
料

　
　

桜
井
市
観
光
協
会　
（

・

FAX‌

42-

７
５
３
０
）　

※
①
②
③
共
通

鎮
守
の
森
を
観
に
行
こ
う
か
い

～
橿
原
か
ら
明
日
香
・
桜
井
へ
～

▽�

日
時　
９
月
18
日
㊐

　
（
雨
天
決
行
）

▽�

集
合
時
刻
・
場
所　
①
午
前
８

時
30
分・桜
井
駅
北
口
前
広
場
、

②
午
前
９
時
・
近
鉄
橿
原
神
宮

前
駅
東
口
前
（
森
と
ふ
れ
あ
う

市
民
の
会
の
旗
が
目
印
）

※
①
か
②
の
ど
ち
ら
か
に
集
合

▽�

コ
ー
ス　
近
鉄
桜
井
駅
→
近
鉄

橿
原
神
宮
前
駅
→
本
明
寺
（
石

川
精
舎
跡
）
→
剣
池
・
孝
元
天

皇
陵
→
和
田
廃
寺
跡
→
古
宮
遺

跡
（
小
墾
田
宮
跡
）
→
甘
樫
坐

神
社
→
豊
浦
寺
跡
・
難
波
池
→

飛
鳥
歴
史
公
園
休
憩
所
→
雷
丘

→
井
上
天
極
堂
→
山
田
寺
跡
→

ナ
フ
ィ
ッ
ク
・
展
望
の
丘
→
菜

の
花
キ
ッ
チ
ン
→
安
倍
文
殊
院

→
近
鉄
桜
井
駅

▽
定
員　
50
名
（
申
込
先
着
順
）

▽�

費
用　
５
０
０
円
（
中
学
生
以

下
は
無
料
。
当
日
集
金
）

▽�

持
ち
物　
弁
当
、
水
筒
、
雨
具

▽�

申
込
方
法　
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記
し
て
申
込
先
ま
で
。

　
・　
　

森
と
ふ
れ
あ
う
市
民

の
会
（
〒
６
３
３
‐
０
０
０
１

大
字
三
輪
５
１
２

０
９
０
‐

３
２
８
１
‐
１
７
０
６
川
端
）

は
じ
め
て
の
筆
ペ
ン
教
室

～
自
分
の
名
前
を
美
し
く
～

▽�

日
時　
10
月
12
日
㊌
・
11
月
９

日
㊌
・
12
月
14
日
㊌
、
午
前
10

時
～
11
時
30
分
（
全
３
回
）

▽�

場
所　
中
央
公
民
館
２
階
研
修

室
１

▽�

対
象　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人
（
学
生
は
の
ぞ
く
）

▽
定
員　
15
名　

▽
費
用　
無
料

▽
持
ち
物　
筆
ペ
ン

▽�

申
込
期
間　
９
月
７
日
㊌

～
25
日
㊐

▽�

申
込
方
法　
中
央
公
民
館
窓
口

で
申
込
み
※
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
は

不
可
。
※
㊊
㊋
は
休
館
。

　
　

中
央
公
民
館
（　

45
‐

０
９
６
５
）

問

問

申
問

申
問

問

カルチャー・カフェ開催

「自分でお香をつくる」

▽ �日時　10月 20日㊍午前 10時～正午

▽場所　市民会館ロビー　

▽�テーマ　天然香料で好きな香りのお
香をつくる。

▽ �講師　薫物屋香楽認定香司　
　　　　みちおかきみこさん

▽定員　20 名程度

▽費用　1,000 円（当日集金）

▽ �申込方法　電話・ＦＡＸに、①講座
名②住所③氏名（ふりがな）④電話
番号を記入のうえ、９月 28 日㊌ま
でに下記申込先へ。

　・　　社会教育課（〒 633‐8585
大字粟殿 202 内線 608・FAX 45‐
0962）

申問



17 Sakurai City Public Relations

問

問 問

山
の
辺
の
道

　
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
キ
ン
グ

▽
開
催
日　
９
月
25
日
㊐

　
（
小
雨
決
行
）

▽�

受
付
時
間　
午
前
９
時
30
分
～

10
時　
桜
井
駅
北
口
広
場
（
当

日
受
付
）
随
時
出
発

▽
費
用　
無
料

▽�

コ
ー
ス
（
約
８
㎞
）　
桜
井
駅

→
仏
教
伝
来
の
地
碑
→
金
屋
の

石
仏
→
平
等
寺
→
大
神
神
社
→

玄
賓
庵
→
桧
原
神
社
→
景
行
天

皇
陵
→
祟
神
天
皇
陵
→
天
理
市

ト
レ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
（
ゴ
ー
ル

※
自
由
解
散
）
→
柳
本
駅

※�

受
付
で
ご
み
袋
を
渡
し
ま
す
の

で
、
山
の
辺
の
道
を
掃
除
し
な

が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
く
だ

さ
い
。
ゴ
ー
ル
会
場
で
地
元
特

産
品
等
が
当
た
る
抽
選
会
が
あ

り
ま
す
。

　
　
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
（　
内

線
３
４
２
）

親
子
で

ア
イ
シ
ン
グ
ク
ッ
キ
ー
教
室

　
で
き
上
が
っ
た
ク
ッ
キ
ー
に
ク

リ
ー
ム
で
か
わ
い
く
デ
コ
レ
ー
シ

ョ
ン
し
ま
す
。
小
さ
な
子
ど
も
に

も
簡
単
に
で
き
ま
す
。

　
家
族
や
友
達
み
ん
な
と
の
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
が
楽
し
く
な

り
ま
す
。

▽
日
時　
10
月
16
日
㊐

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▽�
場
所　
中
央
公
民
館
２
階
調
理

実
習
室

▽�

対
象　
市
内
在
住
の
３
歳
～
小

学
生
（
保
護
者
同
伴
）

▽
定
員　
12
組
（
先
着
順
）

▽�

内
容　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
ア
イ
シ

ン
グ
ク
ッ
キ
ー

※�

原
材
料　
小
麦
・
卵
・
バ
タ
ー
・

砂
糖
・
コ
コ
ア
パ
ウ
ダ
ー
・
着

色
料
（
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
人

は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。）

▽
費
用　
１
、０
０
０
円

▽�

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

手
拭
き
、
ク
ッ
キ
ー
を
持
ち
帰

る
容
器
（
13‌

cm
×
19‌

cm
以
上
の

大
き
さ
）

▽�

申
込
期
間　
９
月
７
日
㊌

～
25
日
㊐

▽�

申
込
方
法　
中
央
公
民
館
窓
口

で
申
込
み
（
材
料
費
持
参
）

※
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
不
可
。

※
㊊
㊋
は
休
館
。

　
　

中
央
公
民
館
（　

45
‐

０
９
６
５
）

平
成
28
年
度

桜
井
市
戦
没
者
追
悼
式
開
催

　
本
市
出
身
の
戦
没
者
や
戦
傷
病

に
よ
る
犠
牲
者
に
、
心
か
ら
哀
悼

の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
祈
る
と

と
も
に
、
あ
の
痛
ま
し
い
体
験
を

風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
再
び
戦

争
の
惨
禍
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
後
世
に
語
り
継

ぎ
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
念
す

る
た
め
に
戦
没
者
追
悼
式
を
行
い

ま
す
。
一
般
の
人
も
参
列
で
き
ま

す
の
で
、
当
日
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▽�

日
時　
10
月
６
日
㊍　

　
　
　
受
付
：
午
前
９
時
～

　
　
　
開
式
：
午
前
10
時

▽
場
所　
市
民
会
館

※
申
込
不
要
。
手
話
通
訳
有
り
。

　
　

社
会
福
祉
課
（

内
線

２
９
７
）

▽日時　９月 18日㊐午前 11時～午後 7時

▽場所　市民会館＆シャルトル公園および周辺

▽内容　
【市民会館】11:00 開会セレモニー、12:30 ～ステージ
◆市内幼稚園・保育所の園児による踊り・合奏や学生た
ちによる演奏◆桜井市出身者を中心に結成されたバンド
『LOSTAGE』によるライブステージ
【市民会館周辺・市役所前】屋台村「現代版 海

つ ば い ち
柘榴市」、

なら万葉プロレスによる試合観戦＆キッズプロレス体
験、流しそうめん、桜井音頭（踊り）

【シャルトル公園および周辺】
トラックステージでの市民発表ステージ、灯篭点灯
問�　大和さくらい万葉まつり実行委員会
　　（観光まちづくり課内　 内線 342）

　　2016 大和さくらい万葉まつり 開催
※�当日 17：00 ～ 19：00 の間、市役所前の道が通行止めにな

ります。迂回路は標識または係員の指示に従ってください。

市制 60周年記念事業



18

桜井市役所　 0744‐42‐9111（代表）〒 633‐8585 桜井市大字粟殿 432‐1
　　　　　　市ホームページ  http://www.city.sakurai.lg.jp/

申＝申込み先
問＝問い合わせ先 お 知 ら せ

広報わかざくら　平成28年９月号

「
卑
弥
呼
論
か
ら
大
和
論
へ
」

講
演
会
開
催

　
奈
良
女
子
大
学
と
連
携
し
た
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
邪
馬
台
国
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の

か
？
卑
弥
呼
と
は
如
何
な
る
王

だ
っ
た
の
か
？
そ
れ
ら
の
問
い

に
、
考
古
学
資
料
に
よ
る
の
で
は

な
く
、『
魏
志
倭
人
伝
』
の
新
た

な
読
み
方
を
提
示
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
答
え
、
そ
れ
を
通
じ
て
、

な
ぜ
こ
の
日
本
と
い
う
国
は
大
和

に
生
ま
れ
た
の
か
、
な
ぜ
今
な
お

日
本
人
は
自
ら
の
国
を
大
和
と
認

識
す
る
の
か
を
解
き
ま
す
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
黒
潮
の
道
」

で
す
。

▽
日
時　
９
月
24
日
㊏

　
　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

▽�

場
所　
桜
井
駅
南
口
駅
前
エ
ル

ト
桜
井
２
階

▽�

講
師　
奈
良
女
子
大
学
副
学
長

小
路
田
泰
直
さ
ん

▽
定
員　
１
０
０
名

▽
費
用　
無
料

　
・　
　
奈
良
女
子
大
学
社
会
連

携
セ
ン
タ
ー
森
田
（　
０
７
４
２

‐
20
‐
３
７
３
４
）

県
立
二
階
堂
養
護
学
校
の

　
教
育
相
談
・
体
験
学
習

　
障
が
い
の
あ
る
幼
児
や
児
童
生

徒
、
そ
の
保
護
者
に
対
し
、
就
学

や
療
育・教
育
に
つ
い
て
の
相
談・

体
験
学
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※�

電
話
で
事
前
予
約
が
必
要
。
教

育
相
談
で
他
の
曜
日
を
希
望
す

る
時
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
教
育
相
談
】

▽
実
施
日

〈
小
学
部
〉

●
毎
週
火
・
水
曜
日

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

●
毎
週
月
・
金
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

〈
中
学
部
〉

●
毎
週
火
・
木
・
金
曜
日

　
午
前
９
時
40
分
～
正
午

〈
高
等
部
〉

●
個
別
に
随
時
実
施

　
午
前
９
時
40
分
～
11
時
40
分

【
体
験
学
習
】

▽
実
施
日

〈
小
学
部
〉　
10
月
21
日
㊎

　
※
来
年
度
就
学
幼
児
が
対
象

〈�
中
学
部
〉　
火
・
木
・
金
曜
日

　
※
個
別
に
随
時
実
施

〈
高
等
部
〉　
個
別
に
随
時
実
施

　
　
県
立
二
階
堂
養
護
学
校
（

０
７
４
３
‐
64
‐
３
０
８
１
）

第
37
回
桜
井
市

　
児
童
生
徒
木
工
工
作
展

▽�

日
時　
９
月
17
日
㊏
～
19
日
㊊

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
７
時

※
最
終
日
の
み
正
午
ま
で

▽�

場
所　
木
材
振
興
セ
ン
タ
ー
あ

る
ぼ
～
る
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

（
大
字
粟
殿
３
５
５
）

▽�

内
容　
市
内
小
中
学
校
の
児
童

生
徒
の
木
工
作
品
を
展
示

　
　
桜
井
木
材
協
同
組
合
内

（　
42
‐
３
５
３
５
）

●中南和法律相談センター  無料法律相談〈要予約〉

▽日時　毎週火曜日（祝日は除く）13:00 ～ 16:00

▽場所　市役所 2階相談室
　・　　奈良弁護士会（ 0742‐22‐2035）
※�相談日 2週間前の火曜日 9：30受付開始。先着６名。
●弁護士による無料法律相談〈要予約〉

▽日時　９/８㊍ 13:00 ～ 16:00

▽場所　市役所 2階相談室	
　・　　市民協働課市民生活係（ 内線 534）
※�９/1 ㊍ 8：30受付開始。先着７名。1人 1回限り。
●税理士による税務相談〈要予約〉

▽日時　9/21 ㊌ 13:00 ～ 16:00

▽場所　市役所 2階相談室	
　・　　市民協働課市民生活係（ 内線 534）
※ 9/7 ㊌ 8：30受付開始。先着 5名。
●司法書士による法律相談〈要予約〉

▽日時　① 9/9 ㊎　② 9/21 ㊌ 13:00 ～ 16:20

▽場所　①市役所 2階相談室②市役所 2階大会議室
　・　　市民協働課市民生活係（ 内線 534）
※�①は9/2 ㊎、②は9/12 ㊊ 8:30�受付開始。先着５名。
●行政書士による法務相談〈要予約〉

▽日時　9/23 ㊎ 13:00 ～ 16:20

▽場所　市役所 2階相談室	
　・　　市民協働課市民生活係（ 内線 534）
※ 9/9 ㊎ 8:30 受付開始。先着５名。
●消費生活相談

▽日時　毎週火・木・金曜日（祝日は除く）10:00 ～ 16:00

▽場所　市役所 1階消費生活相談室
　　市民協働課市民生活係（ 内線 534）
●行政相談

▽日時　9/14 ㊌ 13:00 ～ 16:00

▽場所　市役所 1階消費生活相談室
※当日、市民協働課で受付が必要です。
　　市民協働課市民生活係（ 内線 534）
●福祉の『心配ごと相談』

▽日時　毎週木曜日 10:00 ～ 15:00

▽場所　保健福祉センター「陽だまり」南棟 2階
※相談日には、電話相談（ 42‐6804）も行います。
　　社会福祉協議会（ 42‐2724）
●若者自立のための相談会

▽日時　9/1 ～ 30（㊐・㊗除く）9:00 ～ 18:00

▽場所　桜井駅南口駅前エルト桜井２階
　　若者サポートステーションやまと（ 44‐2055） 
●失業などによる暮らしの困りごとの相談

▽日時　平日 9:00 ～ 17:00

▽場所　桜井駅南口駅前エルト桜井２階
　　桜井市くらしとしごと支援センター（ 49‐3020）
●人権擁護委員による悩みごと相談

▽日時　9/21 ㊌ 13:00 ～ 16:00

▽場所　市役所 1階消費生活相談室
　　人権施策課人権係（ 内線 561）
●女性相談〈面接相談は要予約〉

▽日時　9/26 ㊊※面接相談予約は相談日の午前中まで。
　面接相談 12:30 ～ 15:00　電話相談 10:00 ～ 11:30

▽場所　市役所 1階消費生活相談室
　・　　人権施策課男女共同参画係（ 内線 564）
●奈良県子育て女性就職相談（桜井出張相談）〈要予約〉

▽日時　9/12 ㊊ 9:00 ～ 12:00 ※予約は前々日土曜まで。

▽場所　市役所 1階消費生活相談室
　・　　桜井出張相談連絡先（ 0742‐24‐1150）

無
料
相
談
コ
ー
ナ
ー

申 問

申 問

申 問

申 問

申 問

問

問

問

問

問

問

申 問

申 問

問 問

申
問
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明
日
香
養
護
学
校

　
体
験
学
習
（
小
学
部
）

　
平
成
29
年
度
に
入
学（
転
入
学
）

を
希
望
す
る
障
が
い
の
あ
る
幼
児

児
童
と
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、

本
校
の
肢
体
不
自
由
教
育
に
つ
い

て
の
理
解
と
認
識
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
、体
験
入
学
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
校
で
は
県
内
全
域
を

対
象
に
、
訪
問
教
育
を
行
っ
て
い

ま
す
。
障
が
い
が
重
い
、
病
気
な

ど
健
康
上
の
理
由
、
あ
る
い
は
家

庭
の
都
合
な
ど
で
学
校
に
通
学
す

る
こ
と
の
困
難
な
児
童
の
家
庭
に

教
員
が
訪
問
し
て
行
う
教
育
で

す
。

〈
小
学
部
〉

▽�

日
時　
10
月
17
日
㊊

　
午
前
９
時
20
分
～
午
後
１
時

　
（
給
食
の
試
食
を
行
い
ま
す
）

▽
場
所　
県
立
明
日
香
養
護
学
校

▽
対
象

・�

肢
体
不
自
由
を
有
す
る
幼
児
児

童
と
保
護
者
お
よ
び
関
係
者

・�

訪
問
教
育
の
体
験
を
希
望
す
る

幼
児
児
童
と
保
護
者
お
よ
び
関

係
者

※�

な
お
、
当
日
参
加
の
困
難
な
場

合
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　
10
月
５
日
㊌

　
　
県
立
明
日
香
養
護
学
校
（

54
‐
３
３
８
０
）

放
送
大
学
で

　
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
放
送
大
学
で
は
平
成
28
年
度
第

２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
、
ラ

ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

○�
15
歳
以
上
の
人
は
、
１
科
目
か

ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科

目
履
修
生
と
し
て
入
学
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○�

18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
入
学
試
験

は
な
く
、
全
科
履
修
生
と
し
て

入
学
で
き
、
４
年
以
上
在
学
し

て
、
１
２
４
単
位
を
修
得
し
卒

業
す
る
と
、
学
士
（
教
養
）
の

学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

○�

一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び

た
い
人
は
「
放
送
大
学
エ
キ
ス

パ
ー
ト
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
締
切
日　
９
月
20
日
㊋

※�

関
係
資
料
は
無
料
で
す
。
ま
た

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

出
願
で
き
ま
す
。

　
・　
　
放
送
大
学
奈
良
学
習
セ

ン
タ
ー
（　

０
７
４
２
‐
20
‐

７
８
７
０
）

■　図書館からのお知らせ　■
○臨時休館のお知らせ
　新しい図書館システムの導入などのため、10月 30日㊐・31日㊊は臨時休館します。
　ご協力をお願いします。

●おはなし会の案内（当日参加）
　「桜井おはなしの会」や「こども読未知」によるおはなし会を開催しています。（大人も入場できます）

日時 担当 時間 内容 場所

９月３日㊏ 桜井おはなしの会
午後３時～３時３０分

おはなしや絵本の読み聞
かせなど

おはなしのへや
９月 17日㊏ 子ども読未知 絵本の読み聞かせなど

☆お願い　次に読みたい人が待っている場合があるので、本の返却期限を必ず守ってください。
※期限を過ぎても返却がない場合、貸出停止になることがあります。

●今月の休館日　毎週火曜日と第２金曜日（9 日）です。

●ブックトークと絵本講座
「高齢者とわかちあう絵本のよろこび
　　　～読み語りボランティアガイド～」

▽日時　９月 24日㊏午後２時～３時

▽講師　西村洋子さん
　（おはなしボランティアあんころもち）

▽申込方法　右記に同じ

●図書館教養講座「古事記を読む－崇神天皇記－」

▽日時　10 月 16日㊏午後２時～３時 30分

▽講師　大島信生さん（皇學館大学教授）

▽定員　35 名

▽ �申込方法　E メール、FAX または往復ハガキに、講座名、
住所、氏名、電話番号を記入のうえ、市立図書館（〒 633
‐ 0051 大字河西 31番地、Ｅメール tosyokan.sakura@
office.eonet.ne.jp）へ申込んでください。また、図書館
カウンターでも受け付けています。

　市立図書館（ 44‐ 2600）　ホームページアドレス http://www.library.sakurai.nara.jp　

申
問

問
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水
道
メ
ー
タ
ー
取
替
え
の
お
願
い

　

９
月
１
日
か
ら
20
日
に
か
け

て
、
次
の
地
域
で
水
道
メ
ー
タ
ー

の
取
替
え
を
行
い
ま
す
。

▽�

取
替
え
区
域　
新
屋
敷・大
西・

大
泉
・
東
新
堂
・
三
輪
・
川
合
、

以
上
の
地
域
の
一
部

　
　
水
道
総
務
課
お
客
様
係
（

42
‐
９
２
１
１
）

屋
外
広
告
物
適
正
化
月
間

　
桜
井
市
は
多
く
の
歴
史
文
化
遺

産
と
一
体
を
な
す
歴
史
的
風
土
と

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
土
地
で

す
。
こ
れ
ら
の
貴
重
な
自
然
・
歴

史
景
観
と
調
和
し
た
屋
外
広
告
景

観
を
創
造
す
る
た
め
、
次
の
取
り

組
み
を
連
携
し
て
進
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

①�

景
観
を
阻
害
し
て
い
る
違
反
広

告
物
の
追
放

②�

屋
外
広
告
物
条
例
の
遵
守
お
よ

び
屋
外
広
告
物
制
度
の
周
知
・

啓
発

③�

地
域
と
一
体
と
な
っ
た
美
し
い

景
観
づ
く
り
の
推
進

④�

周
囲
の
景
観
に
配
慮
し
た
屋
外

広
告
物
の
掲
出

　
な
お
、
屋
外
広
告
業
を
営
む
場

合
は
奈
良
県
知
事
の
登
録
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
屋
外
広
告
物
を
掲

出
す
る
場
合
に
は
市
長
の
許
可
が

必
要
で
す
。

　
　

都
市
計
画
課
（　

内
線

２
２
３
）

地
域
福
祉
相
談
事
業

　
各
中
学
校
区
単
位
に
配
置
さ
れ

た
相
談
員
は
、
身
近
な
生
活
上
の

相
談
を
受
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た

地
域
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
課

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

※�
相
談
は
来
所
か
電
話
で
受
付
し

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
都
合
に

よ
り
相
談
時
間
中
で
あ
っ
て
も

不
在
の
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

水
・
土
・
日
曜
、
祝
日
お
よ
び
年

末
年
始
は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
。

【
桜
井
中
学
校
区
】	

▽�

日
時　
月
・
木
曜
日
（
祝
日
除

く
）
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽�

場
所　
桜
井
市
活
き
生
き
広
場

（

45
‐
５
５
０
１
）

【
桜
井
西
中
学
校
区
】

　
８
月
初
め
～
平
成
29
年
３
月
末

ま
で
西
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
本
館

（
共
同
利
用
ル
ー
ム
）
に
変
更
に

な
り
ま
し
た
。

▽�

日
時　
火
・
金
曜
日
（
祝
日
除

く
）
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽�

場
所　
桜
井
西
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
本
館
（

42
‐
３
０
４
０
）

【
桜
井
東
中
学
校
区
】

▽�

日
時　
火
・
金
曜
日
（
祝
日
除

く
）
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽�

場
所　
桜
井
東
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
分
館
（

47
‐
８
２
７
５
）

【
大
三
輪
中
学
校
区
】

▽�

日
時　
火
・
金
曜
日
（
祝
日
除

く
）
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽�

場
所　
桜
井
北
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
分
館
（

47
‐
４
３
５
０
）

　
　

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室

　
（

47
‐
４
５
０
３
）

燃
や
せ
る
ご
み
お
よ
び
資
源
ご

み
の
特
別
収
集
に
つ
い
て

　

９
月
19
日
㊊
は
祝
日
で
す

が
、
平
常
ど
お
り
月
・
木
曜
コ

ー
ス
の
燃
や
せ
る
ご
み
お
よ
び

火
・
金
曜
コ
ー
ス
の
資
源
物
の

収
集
を
行
い
ま
す
。

　
　

環
境
部
業
務
課
（

45
‐

２
０
０
１
）

善
意
銀
行
（
７
月
分
）

　
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
、
金

銭
や
物
品
な
ど
の
善
意
の
気
持
ち

を
お
預
か
り
し
、
福
祉
事
業
へ
の

援
助
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

・�

第
12
回
桜
井
市
リ
サ
イ
ク
ル
フ

ェ
ア
様　
　
　
１
０
、２
７
６
円

・
匿
名　
　
　
　

  

６
、７
２
０
円

▽�

預
け
入
れ
先　
善
意
銀
行
（
社

会
福
祉
協
議
会
内

42
‐

２
７
２
４
）・
社
会
福
祉
事
務
所

災
害
に
備
え
て

　

９
月
１
日
は
、「
防
災
の
日
」

で
す
。
台
風
に
よ
る
風
雨
災
害
な

ど
大
き
な
災
害
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
起

き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
普
段
か
ら
災
害
に
備
え
て

・�

避
難
方
法
、
避
難
経
路
、
避
難

場
所
の
確
認

・�

非
常
用
持
出
品
（
懐
中
電
灯
、

ラ
ジ
オ
、
電
池
等
）
の
準
備

・�

で
き
る
だ
け
１
週
間
分
の
食
料
、

飲
料
水
の
備
蓄

な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
災
害
に

つ
い
て
、
家
族
や
地
域
の
み
な
さ

ん
と
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　

危
機
管
理
課
（

内
線

３
０
９
）

　
　

お
知
ら
せ

市税口座振替を推進しています。
　桜井市では市税の納付を金融機関の口座から自動的に引き落
としができる「口座振替」を推進しています。

　「忙しくて納付にいけない」「うっかり納期を忘れてしまった」
「納付書での納付が手間」などが解消され、大変便利です。
　金融機関窓口で１度の申請手続きを行うことで、納期限の日
に自動的に納付が完了する便利で確実な「口座振替」を利用し
てください。
　口座振替ができる金融機関は、南都銀行・中京銀行・第三銀行・
奈良県農業協同組合・りそな銀行・大和信用金庫・近畿労働金庫・
ゆうちょ銀行です。申請書は、市内金融機関や市役所税務課窓
口に備え付けてあります。
　希望口座の金融機関窓口へ提出してください。希望金融機関
であればどの支店でも受付可能です。なお、税務課窓口では受
付できません。
　　税務課収納管理係（ 内線 570）

問

問

問

問

問
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toto
助
成
事
業

　
桜
井
宇
陀
サ
ッ
カ
ー
教
室

【
曽
爾
会
場
】

▽�

日
時　
９
月
25
日
㊐
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分
（
受
付
：
午

後
０
時
30
分
～
）

▽�

場
所　

曽
爾
村
健
民
運
動
場

（
曽
爾
村
今
井
）
※
雨
天
の
場

合
は
、曽
爾
中
学
校
体
育
館（
曽

爾
村
小
長
尾
）

▽�

対
象　
桜
井
市
・
宇
陀
市
・
曽

爾
村
・
御
杖
村
に
在
住
の
4
歳

～
中
学
生
ま
で
（
サ
ッ
カ
ー
経

験
の
有
無
や
性
別
は
問
い
ま
せ

ん
）

▽
費
用　
無
料

▽�

申
込
方
法　
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵

送
。
参
加
申
込
書
お
よ
び
参
加

承
諾
書
は
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

▽�

締
切　
９
月
20
日
㊋

　
　
　
　
（
定
員
60
名
程
度
）

　
・　
　
桜
井
宇
陀
広
域
連
合
サ

ッ
カ
ー
教
室
係

（
〒
６
３
３
‐
０
１
１
２
大
字
初

瀬
１
６
２
６
‐
１
・

47
‐
７
０
７
７
・

FAX‌

47
‐
７
０
７
８
）

第
56
回
市
民
体
育
大
会
結
果

◇
少
年
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会　

▽�

開
催
日 

７
月
17
日
㊐
・
18
日

㊊
㊗

・
男
子
の
部

　
優
勝　
い
わ
れ
（
桜
井
校
区
）

　
２
位　
あ
か
つ
き
Ａ

　
　
　
　
（
城
島
校
区
）

　
３
位　
安
倍
フ
レ
ン
ズ

　
　
　
　
（
安
倍
校
区
）

・
女
子
の
部

　
優
勝　
ウ
ィ
ン
ズ
Ａ

　
　
　
　
（
安
倍
校
区
）

　
２
位　
シ
ャ
ー
ク
ス

　
　
　
　
（
桜
井
西
校
区
）

　
３
位　
み
ど
り
台

　
　
　
　
（
桜
井
校
区
）

◇
小
学
生
陸
上
記
録
会

▽
開
催
日　
７
月
23
日
㊏

各
種
目
最
高
記
録
（
敬
称
略
）

<

男
子>

・
50
ｍ　
６
年
奥
谷
拓
征

　
　
　
　
　
（
城
島
）
７
秒
６

・ 

80
ｍ　
６
年
北
浦
将
吾

　
　
　
　
　
（
織
田
）
12
秒
７

・
１
０
０
ｍ　
６
年
奥
谷
拓
征

　
　
　
　
　
（
城
島
）
14
秒
４

・
走
り
幅
跳
び　
５
年
西
本
純
真

　
　
　
　
　
（
纒
向
）
３
ｍ
59
㎝

<

女
子>

・ 

50
ｍ　
６
年
枡
谷
姫
七

　
　
　
　
　
（
纒
向
）
８
秒
６

・
80
ｍ　
６
年
枡
谷
姫
七

　
　
　
　
　
（
纒
向
） 

13
秒
０

・
１
０
０
ｍ　
５
年
吉
川
稀
萌

　
　
　
　
　
（
城
島
） 

17
秒
０

・
走
り
幅
跳
び　
５
年
吉
川
稀
萌

　
　
　
　
　
（
城
島
）
２
ｍ
88
㎝

小
学
生
水
泳
記
録
会　

▽
開
催
日　
８
月
６
日
㊏

・
25
ｍ
自
由
形

男　
山
口
高
広
（
纒
向
）
16
秒
０

女　
永
井
遥
（
纒
向
）
19
秒
２

・
50
ｍ
自
由
形

男　
北
浦
将
吾
（
織
田
）
38
秒
０

女　
木
村
蒼
海
（
安
倍
）
37
秒
２

・
50
ｍ
平
泳
ぎ

男　
中
井
至
瑛
（
織
田
）
54
秒
６

女　
植
島
希
美
（
桜
井
南
）
49
秒
１

・
50
ｍ
背
泳
ぎ

男　
吉
田
憲
伸
（
織
田
）
53
秒
３

女　
木
村
蒼
海
（
安
倍
）
40
秒
１

・
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

男　
中
西
永
吉
（
桜
井
）
48
秒
３

女　
喜
多
雪
月
（
三
輪
）
42
秒
５

・
１
０
０
ｍ
自
由
形

男　
吉
田
憲
伸
（
織
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
１
分
47
秒
１

女　
喜
多
雪
月
（
三
輪
）

　
　
　
　
　
　
　
　
1
分
27
秒
８

・
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

男　
中
井
至
瑛
（
織
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
2
分
01
秒
９

女　
植
島
希
美
（
桜
井
南
）

　
　
　
　
　
　
　
　
1
分
46
秒
８

・
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

男　
斎
藤
慈
生
（
朝
倉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
2
分
31
秒
５

・２
０
０
ｍ
リ
レ
ー
（
50
ｍ
×
４
）

三
輪
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
2
分
39
秒
０

第
67
回
県
民
体
育
大
会
結
果

　
個
人
の
部

・
男
子
25
ｍ
背
泳
ぎ
Ｈ

　
柿
崎
芳
昇

市
歩
こ
う
会

～
秋
津
洲
の
道
・
古
墳
め
ぐ
り
～

▽��

日
時　
９
月
25
日
㊐

午
前
８
時
桜
井
駅
北
口
集
合

▽���

コ
ー
ス
（
約
12
㎞
）　
桜
井
駅

→
近
鉄
御
所
駅
→
宮
山
古
墳
→

日
本
武
尊
白
鳥
陵
→
国
見
山

（
２
２
９
ｍ
）
→
市
尾
墓
山
古

墳
→
近
鉄
市
尾
駅

▽�

費
用　
３
０
０
円

▽
締
切
日　
９
月
21
日
㊌

　
　

総
合
体
育
館　
（

45
‐

０
６
０
９
）

市
民
プ
ー
ル
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
忘
れ
物
の
問
い
合
わ
せ
は
、
総

合
体
育
館
へ
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
９
月
末
で
処
分
し
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

平成 28 年度
第 56 回市民体育大会等行事予定

開催日 大会名

10/10 ㊊ 第 46 回市民体育祭 

10/23 ㊐ 市民バドミントン大会

11/6 ㊐ 第 31 回ウォーキング
フェスティバル    

12/10 ㊏ 第 11 回子ども駅伝大会

1/8 ㊐ 2017 新春マラソン大会           

1/15 ㊐ 市民ソフトバレー
ボール大会

2/12 ㊐ 市内一周駅伝大会                

3/12 ㊐ 体育協会 60 周年
記念行事

3/19 ㊐ 市民武道大会 

　
　

ス
ポ
ー
ツ

申
問

問

いわれ

ウィンズＡ
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城し
き
し
ま島

遺
跡
は
三
輪
山
西
南
麓
、

初
瀬
川
と
粟
原
川
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
た
扇
状
地
上
に
立
地
し
、
JR

桜
井
線
の
東
側
一
帯
に
広
が
る
遺

跡
で
す
。

　
第
49
次
調
査
は
、
平
成
27
年
度

に
城
島
小
学
校
の
東
側
に
位
置
す

る
場
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
東
西

２
か
所
の
調
査
区
か
ら
、
古
墳
時

代
中
期
（
５
世
紀
）
頃
の
水
田
が

厚
さ
30
㎝
程
の
砂
の
層
に
埋
も
れ

た
状
態
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
水
田
の
大
き
さ
は
一
辺
５
ｍ
以

上
で
、
一
枚
当
た
り
の
面
積
は
30

㎡
前
後
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
小
規
模
な
水
田

が
地
形
の
傾
斜
に
沿
っ
て
作
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
畦あ
ぜ
や
水
口
、
排
水

用
と
考
え
ら
れ
る
溝
な
ど
も
あ
わ

せ
て
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
水
田
に
は
こ
の
他
に
農
具
の
痕

跡
や
人
の
足
跡
が
非
常
に
良
好
な

状
態
で
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
確

認
さ
れ
た
足
跡
は
23
㎝
程
の
大
き

さ
の
も
の
が
多
く
、
中
に
は
19
㎝

程
度
と
や
や
小
さ
い
も
の
も
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
発
掘
調
査
で
の
成
果

は
、
10
月
２
日
㊐
ま
で
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
で
開
催
中
の
発
掘
調

査
速
報
展
で
展
示
中
で
す
。
城
島

遺
跡
か
ら
は
、
出
土
し
た
土
器
の

他
に
、
水
田
に
残
さ
れ
た
足
跡
の

石
膏
型
も
展
示
し
て
い
ま
す
。
普

段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
古
墳
時

代
の
人
の
足
の
裏
を
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
観
察
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

※�

現
在
開
催
中
の
速
報
展
の
報
告

会
を
、
９
月
10
日
㊏
に
行
い
ま

す
。
今
回
掲
載
の
城
島
遺
跡
の

ほ
か
、
二
反
田
古
墳
（
７
月
号

掲
載
）
な
ど
の
調
査
成
果
を
報

告
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

発
掘
調
査
現
場
か
ら

（259）

城
島
遺
跡
第
49
次
調
査

け
い
さ
つ
コ
ー
ナ
ー

桜
井
警
察
署
（

46
‐
０
１
１
０
）

今
月
の
市
税
・
保
険
料

納期限は
9 月 30 日（金）です。
※�納め忘れのないように、
注意してください。

市
税

　
■
国
民
健
康
保
険
税
〈
３
期
分
〉

保
険
料

　
■
介
護
保
険
料
〈
３
期
分
〉

　
■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
〈
３
期
分
〉

○�

警
察
相
談
に
つ
い
て　
～
警
察

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
♯
９
１
１
０
～

　
９
月
11
日
は「
警
察
相
談
の
日
」

で
す
。
奈
良
県
警
察
で
は
、
県
警

本
部
や
各
警
察
署
に
「
ナ
ポ
く
ん

相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
て
、

犯
罪
な
ど
に
よ
る
被
害
の
未
然
防

止
や
、
み
な
さ
ん
の
安
全
と
平
穏

に
関
す
る
相
談
な
ど
に
つ
い
て
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
話
、
面
接
に
よ
り
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

電
話
番
号
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
桜
井
警
察
署

　

46
‐
０
１
１
０

・
プ
ッ
シ
ュ
回
線
で
の
電
話　

＃
９
１
１
０
（
IP
電
話
等
は
繋
が

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

・
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
で
の
相
談

　

０
７
４
２
‐
23
‐
１
１
０
８

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
相
談

　
FAX
０
７
４
２
‐
24
‐
０
８
７
４

○
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　
に
つ
い
て

　
９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
、
秋

の
交
通
安
全
県
民
運
動
を
実
施
し

ま
す
。

運
動
の
重
点
は

・�

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
や

自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防

止
（
特
に
、
反
射
材
用
品
等
の

着
用
の
推
進
お
よ
び
自
転
車
前

照
灯
の
点
灯
の
徹
底
）

・���

後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座

席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶
と
な
り
ま
す
。
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今回は、「大和さくらい１００選」の「記紀
万葉ゆかりの地」に選ばれている迹

とどろきのふち
驚淵・そ

ば打ち体験・山野草の里を紹介するよ！

「ひみこちゃんのページ」
http://www.city.sakurai.lg.jp/himiko/index.html
観光まちづくり課（ 42‐9111 内線 342）

天武天皇行
ぎょうこう

幸の地「迹
とどろきのふち

驚淵」
　迹驚淵は白河を北上し、巻向山
のおよそ西方向にあります。日本
書紀によると、天武天皇は迹驚淵
のほとりで宴会をされたと記され
ています。
　淵の隣には高山神社が鎮座して
います。祭神は雨乞いの神でもあ
る善女竜王で、旱

かんばつ
魃のときには地

元だけでなく笠に通じる道を通っ
て、宇陀や初瀬からも雨乞いの祈
願に参ったと伝えられています。

笠のそばづくりを体験する
　「荒神の里　笠そば処」では、笠地区で栽培された
そばから収穫した実を石臼で挽いて、昔ながらの手法
により作られたそばを提供されています。
　またこちらでは、笠のそば粉を使用したそば打ち体
験教室が開かれており、自分で打ったそばをその場で
食べることもできます。学校の家庭教育学級など、様々
なグループの活動に利用が可能です。

山野草の里で自然とふれあう
　ＮＰＯ法人山野草の里づくりの会では、水・土曜の週 2
回、遊休農地の復旧や山林の整備などの取り組みをはじめ、
里山の自然保全のため様々な活動を行っています。
　また「里地里山を守り活かし楽しむ会」が定期的に開催
され、この会では赤い花のそばや古代米の栽培に関わるこ
とができ、そば畑の手入れ、古代米の稲刈り、稲

は さ
架かけ、

脱穀、唐
とうみせん
箕選、籾

もみす
摺り等の体験ができます。

真っ赤なそば畑だね～！

そばの実（左）とそば打ち体験の様子（右）

迹驚淵( 左上 )と高山神社( 左下・右 )

唐
箕
選
の
様
子
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健康だより

行事 対象 日程 内容 備考

健康相談 桜井市民
9/28 ㊌　
9：30～ 11：00
※要予約

生活習慣病に関する相談、
保健師・管理栄養士の健康
相談、* 血圧測定、* 尿検査
など（*は必要な人のみ）

▽ �場所　保健福祉セン
ター「陽だまり」１階

▽費用　無料

▽ �持ち物　健康手帳・
検査結果など健康状
態がわかるもの

胃がん・肺が
んセット検診

35歳以上の
桜井市民

10/31 ㊊
9：00～ 11：20
（検診時間はこちらで指
定となります）
※�医療センター（ 45‐

2505）へ要予約
定員になり次第締め切り
になります。

胃がん検診：バリウムを飲
んで胃部のレントゲン撮影
肺がん検診：胸部のレント
ゲン撮影と痰の検査（必要
な人のみ）
※�妊娠中または妊娠の可能
性のある人、授乳中の人
は検診を受けられません。
※�胃腸疾患の治療中の人
は、かかりつけの医療機
関で受診してください。

▽ �場所　保健福祉セン
ター「陽だまり」１階

▽ �費用　胃がん…900円
肺がん…無料（ただし、
痰の検査が必要な場合
は 300円）

このページの問い合わせ先は、
けんこう増進課（ 45 - 3443）へ
※ 8/1 保健福祉センター「陽だまり」へ移転しました

なら歯と口腔の健康づくりフェスティバル

「8020 運動」展開中！歯・口腔の健康と食からの健
康増進、また健康な社会づくりのために開催します。

▽日時　10 月 23 日㊐午後１時～４時（予定）　

▽ 場所　かしはら万葉ホール（橿原市小房町）

▽ 費用　無料

▽ �内容　歯科保健事業に貢献した団体および個人
の顕彰、歯科保健に関するアトラクション、フッ
化物塗布、講演（講師 : 野村忠宏さん（柔道家））、
その他歯科保健の啓発
＊�フッ化物塗布（満 3 ～ 12 歳児対象・先着 200
名・午後１時～３時）
＊�おもしろ実験（満 7 ～ 12 歳児対象・先着 50 名・
午後１時 30 分～２時 30 分）

▽ �申込方法　1 名につき 1 枚の往復ハガキに、住
所・電話番号・子どもの氏名・年齢を記入のうえ、
9 月 8 日㊍～ 23 日㊎までに下記へ申込んでく
ださい。1名で「フッ化物塗布」と「おもしろ実験」
の両方を申込む場合は、それぞれ別の往復ハガ
キを使用してください。
※ 10 月中旬までに採否を返信します。

▽ �申込先　奈良県歯科医師会なら歯と口腔の健康
づくりフェスティバル「フッ化物塗布」係また
は「おもしろ実験」係（〒 630‐8002 奈良市
二条町 2‐9‐2）へ。

男性クッキング教室

～食生活改善推進員と一緒に食事について
楽しく学びましょう！～

▽日時　10月 14日㊎
　　　　午前 10時～午後１時

▽場所　保健福祉センター「陽だまり」１階調理室

▽対象　20歳以上の男性

▽定員　30人

▽費用　300円

▽ �申込方法　10月 7日㊎までに、電話でけんこう
増進課まで。

託児ボランティア募集！

　P27 掲載のもぐもぐ教室の間、別室で赤ちゃん
を見てくれるボランティアさんを募集します。子育
て経験者、赤ちゃんに関わったことのある人で、託
児は担当の保健師と一緒に行います。

▽日時　10月4日㊋・11月14日㊊・
12月13日㊋　各日午後１時～３時 30分

▽場所　保健福祉センター「陽だまり」１階
※都合の良い日のみの協力でも結構です。

▽申込方法　電話でけんこう増進課まで。
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近年、生活習慣病が重要な問題となっています
が、生活習慣病は日常生活のあり方と深く関

わっています。運動習慣の定着や食習慣の改善と
いった生活習慣の重要性について国民の理解を深
め、健康づくりを進めるため、毎年９月を「健康増
進普及月間」としています。

歯の健康を保ち、
生活習慣病を予防しましょう。

歯周病とは？
　歯周病は歯と歯茎のすきまから侵入した細菌が、
歯肉に炎症を引き起こし、歯を支える骨を溶かして
グラグラにさせてしまう病気です。むし歯と異なり
痛みが出ないことの方が多いですが、気づかないう
ちに進行し歯肉からの出血が起こった後、歯が自然
に抜け落ちるほどの重症になることがあります。歯
を失う 80％以上の原因は歯周病もしくはむし歯に

よるものです。また、歯
周病は糖尿病や心臓病、
肥満など様々な全身疾患
と関連があると言われて

います。歯周病の菌は血液に侵入して増殖するため、
血液に乗って全
身に病気を起こ
す危険がありま
す。歯の健康維
持は、生活習慣
病の予防につな
がるのです。

年に１回歯周疾患検診を受けましょう。

　日頃からバランスの良い食事、適度な運動、歯磨
きなどのセルフケアを心掛け、下記の対象者は年に
１回歯周疾患検診を受けましょう。今年度より、け
んこう増進課への申込みは不要となりましたので、
直接下記の医療機関へ申込んでください。

▽ �対象　平成 28年 3月 31日現在、40歳・50歳・
60歳・70歳の人

▽自己負担金　無料

▽ �受診方法　電話で下記医療機関に予約をした上で
「がん検診等受診券（カード）」を持って受診して
ください。

９月は健康増進普及月間です。

実施医療機関

岩城歯科医院　 46‐ 1000 下村歯科医院　 43‐ 0418 橋本歯科医院　 42‐ 3122

上杉歯科医院　 45‐ 3330 杉平歯科医院（三輪）　
　　　　　　　 42‐ 6262 芭蕉堂歯科医院　 43‐ 8648

上田歯科医院　 42‐ 6229 杉平歯科医院（川合）　
　　　　　　　 43‐ 6488 福田歯科医院　 45‐ 0110

有城歯科医院　 47‐ 7555 竹内歯科医院　 43‐ 8241 福辻歯科医院　 42‐ 2912

岡村歯科医院　 42‐ 6336 竹野歯科医院　 44‐ 1146 松井歯科医院　 42‐ 2236

上海道歯科医院　 44‐ 1182 辻歯科医院　　 42‐ 6876 御簾歯科医院　 45‐ 4618

小山歯科医院　 46‐ 0008 つだ歯科医院　 44‐ 1418 南野歯科医院　 43‐ 7418

近藤歯科医院　 43‐ 7188 豊田歯科医院　 44‐ 1700 山の辺病院歯科口腔外科　
　　　　　　　 45‐ 1199

さかぐち歯科クリニック　
　　　　　　　 46‐ 5255 中村歯科医院　 45‐ 0118 山本歯科医院　 42‐ 3110

下岡歯科医院　 42‐ 6000 伯田歯科医院　 42‐ 9230

桜井市休日夜間応急診療所が
保健福祉センター「陽だまり」で業務開始！

　これまでの休日応急診療に加え、８月１日㊊よ
り、平日夜間に診療日と診療時間
を拡大しました。みなさんが安心
して暮らせるよう、救急医療の充
実に取り組みます。

休日診療……日曜祝日・お盆・年末年始に開設

▽診療科目　内科・小児科

▽診療時間　午前 10 時～午後４時
午後６時～ 11 時

夜間診療……平日（月曜～金曜）の夜間に開設

▽診療科目　内科

▽診療時間　午後９時 30 分～ 11 時 30 分



「笑い飯」 哲夫 さん

よしもとクリエイティブ・エージェ
ンシー所属。平成 12年に西田幸治さ
んとお笑いコンビ「笑い飯」を結成。
M-1 グランプリ 2010 王者。独学で
仏教を研究し、講演会など多数行う。

桜
井
を
つ
な
ぐ
人

　
「
今
ち
ょ
う
ど
Ｎ

な
ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花
月

Ｇ
Ｋ
の
出
番

や
っ
た
ん
で
す
わ
ー
」。
大
き
な
声

で
直
前
の
舞
台
の
様
子
を
伝
え
て
く

れ
る
。
分
刻
み
に
予
定
が
詰
ま
っ
て

い
る
お
笑
い
コ
ン
ビ
「
笑
い
飯
」
の

哲
夫
さ
ん
は
、
桜
井
市
で
生
ま
れ

育
っ
た
。
出
身
地
を
説
明
す
る
と
き

は
、「
三
輪
山
の
ふ
も
と
」
も
し
く

は
「
日
本
発
祥
の
地
」
と
言
う
。

　
実
家
か
ら
見
る
三
輪
山
が
、
市
内

で
一
番
好
き
な
風
景
だ
。「
関
西
の

人
間
っ
て
、
自
分
中
心
に
も
の
を
見

る
こ
と
が
多
い
で
し
ょ
。
あ
れ
は
何

で
で
し
ょ
う
ね
。
み
ん
な
よ
う
言
い

た
が
る
け
ど
、
う
ち
の
家
か
ら
三
輪

山
の
て
っ
ぺ
ん
が
真
正
面
に
見
え
る

ん
で
す
わ
。
ち
ょ
う
ど
で
す
よ
。
一

番
正
面
に
ね
」。
誇
ら
し
そ
う
に
繰

り
返
す
。
子
ど
も
の
頃
、
望
遠
鏡
を

買
っ
て
も
ら
い
、
三
輪
山
の
際
を
よ

く
見
て
い
た
と
言
う
。
あ
の
て
っ
ぺ

ん
に
見
え
る
木
ま
で
行
き
た
い
。
少

年
の
夢
は
大
人
に
な
っ
て
か
ら
叶
っ

た
。「
本
当
は
、
あ
ま
り
登
っ
た
っ

て
言
わ
な
い
方
が
い
い
ら
し
い
で
す

わ
。
ご
利り
や
く益

な
く
な
る
っ
て
」。

　
こ
れ
ま
で
に
、
仏
教
に
関
す
る
本

や
般
若
心
経
の
本
を
出
版
し
て
い

る
。
今
で
こ
そ
仏
教
に
詳
し
い
こ
と

は
有
名
に
な
っ
て
い
る
が
、
昔
は
固

い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
興
味
が
あ
る

と
は
言
い
出
せ
ず
に
い
た
。
あ
る
番

組
で
、
か
ば
ん
の
中
に
般
若
心
経
を

写
経
し
た
メ
モ
を
持
っ
て
い
る
と
こ

ろ
を
見
つ
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ

を
き
っ
か
け
に
、
仏
教
に
関
す
る
話

を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

く
。

　
般
若
心
経
は
、
幼
い
頃
か
ら
興
味

が
あ
っ
た
と
言
う
。
先
祖
の
命
日
に

聞
く
お
坊
さ
ん
の
お
経
を
か
っ
こ
い

い
と
感
じ
て
い
た
。
同
時
に
「
一
体

ど
う
い
う
意
味
や
ね
ん
」
と
疑
問
を

持
つ
。
そ
の
疑
問
が
研
究
に
つ
な
が

り
、
知
識
が
豊
富
に
。
身
近
に
社
寺

が
多
く
あ
っ
た
と
い
う
環
境
も
、
影

響
し
て
い
る
。

　

本
は
す
べ

て
、
い
つ
も

の
話
し
口
調

で
書
い
て
い

る
。
桜
井
弁

は
独
特
だ
。「
会
話
の
最
初
は
『
あ

の
み
ー
』
よ
り
『
あ
の
や
ー
』
の
方

が
使
う
か
な
。『
言
う
ち
ゃ
る
』
と

か
も
、
よ
う
言
い
ま
す
ね
。『
お
と

ろ
し
い
』
や
『
ま
わ
り
す
る
』
は
桜

井
周
辺
だ
け
？
奈
良
で
も
通
じ
へ
ん

こ
と
が
あ
る
。
だ
か
ら
普
段
は
使
わ

ん
よ
う
に
し
て
ま
す
。
桜
井
に
帰
る

と
普
通
に
口
に
出
ま
す
け
ど
ね
」。

　
東
京
で
の
仕
事
が
増
え
て
も
、
言

葉
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
変
わ
ら

な
い
。
関
西
弁
で
は
な
い
。
奈
良
弁

も
ち
ょ
っ
と
違
う
。「
僕
は
い
つ
ま
で

た
っ
て
も
桜
井
弁
の
ま
ま
で
す
わ
。

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
桜
井
に
は
帰
っ
て
る

し
ね
。
地
元
は
や
っ
ぱ
り
好
き
で
す

ね
ぇ
。
落
ち
着
く
。
明
日
も
帰
ろ
う

か
な
と
思
っ
て
る
ん
で
す
。
畑
に
新

し
い
野
菜
植
え
た
ろ
か
な
っ
て
」。

　
話
し
方
を
含
め
、
ど
こ
ま
で
も
気

さ
く
。
秋
以
降
、
ふ
る
さ
と
桜
井
を

さ
ら
に
盛
り
上
げ
る
つ
も
り
だ
。

そ
の
６

一
番
好
き
な
風
景
は
、
実
家
か
ら
見
る

三
輪
山
。
て
っ
ぺ
ん
が
、
ち
ょ
う
ど
真

正
面
に
見
え
る
ん
で
す
わ
。
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　Tetsuo
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つどいの広場　
大字粟殿1000 -1 保健福祉センター「陽だまり」 43-9112

▽日時　月～金曜　9:00 ～ 16:00（祝日を除く）

▽対象　０歳～就学前の子どもとその保護者　

▽費用　無料
イベント名 日時 内容

年
齢
別

ふ
れ
あ
い
の
日

０歳児の日 9/14 ㊌ 9:00 ～ 12:00 牛乳パックでおもちゃを作りましょう

１歳児の日 9/21 ㊌ 9:00 ～ 12:00 廃材でトンボのおもちゃを作りましょう

２・３歳児の日 9/28 ㊌ 9:00 ～ 12:00 廃材でトンボのおもちゃを作りましょう

誕生日会（9月生まれ） 9/15 ㊍ 11:30、14:30 みんなでお祝いをしましょう

発育測定 9/20 ㊋ 10:00 ～ 11:30 身長・体重を計測できます。

双子のつどい 9/ ９㊎ 10:00 ～ 11:30 双子のお子さんと保護者のみなさん、一緒にお話しましょう
フレッシュ・パパマ
マ講座 9/10 ㊏ 9:30 ～ 11:30 ３～ 12か月の赤ちゃんとパパママ対象。2日㊎締め切り。

定員 10組
怒鳴らない子育て講
座～応用編～ 9/13 ㊋ 10:00 ～ 11:30 おおむね１歳半以上の子の保護者 15名。6日㊋締め切り。

同講座～入門編～を受講した人が優先となります。同室託児あり。
お話の会 9/30 ㊎ 10:00 ～ 12:00 お話の会のボランティアの人が、読み聞かせなどをしてくれます。

初めまして広場 9/16 ㊎ 10:30 ～ 11:30 つどいの広場に初めて来る方が対象です。

乳幼児健診・相談・教室　　　　　　　　　　　　　　　　　
行事 対象 日程 備考

4か月児健康診査 平成 28年５月生 9/20 ㊋・30㊎

受付時間　13：00～ 14：00
※ �2 歳 6か月児歯科健康診査は
　 9：00～ 10：00
場所　保健福祉センター「陽だまり」1階

10か月児健康診査 平成 27年 11月生 9/14 ㊌・29㊍

1歳 6か月児健康診査 平成 27年２月生 9/1 ㊍・15㊍

2歳 6か月児歯科健康診査 平成 26年２月生 9/1 ㊍

3歳 6か月児健康診査 平成 25年２月生 9/8 ㊍・21㊌

すくすく相談
生後 9か月未満 9/5 ㊊ 受付時間　9：30～ 10：00

場所　保健福祉センター「陽だまり」1階
持ち物　母子手帳生後 9か月～ 1歳 7か月未満 9/27 ㊋

パパママ教室 第 1子目の妊娠 6か月～ 9か
月未満の妊婦とその家族

10/22 ㊏
※けんこう増進課へ要申込
（定員 15組）

実施時間　9：30～ 12：00
場所　保健福祉センター「陽だまり」1階
持ち物　母子手帳・筆記用具

もぐもぐ教室 生後 5か月～ 8か月未満のお
子さんの保護者

10/4 ㊋
※けんこう増進課へ要申込
　託児あり（定員 12人）

実施時間　13：30～ 15：00
場所　保健福祉センター「陽だまり」1階
持ち物　母子手帳・筆記用具

要申込

子どものページ

子育て支援センター やまぼうし　
大字谷 280 飛鳥学院保育所内　 45-4356 

▽日時　月～金曜　9:00 ～ 12:00、12:30 ～ 15:00
　　　　土曜日　　10:00～ 11:30

▽ �対象　０歳～未就園の子どもとその保護者

▽費用　無料
イベント名 日時

親子教室 お誕生会 9/6 ㊋ 10:30 ～ 11:30

特別企画
英語で遊ぼう 9/8 ㊍ 10:30 ～ 11:30
音で遊ぼう 9/15 ㊍ 10:30 ～ 11:30

ホール開放

桜井中学校吹奏楽部演奏

9/3 ㊏ 10:00 ～ 11:30
9/10 ㊏ 10:00 ～ 11:30
9/17 ㊏ 10:30 ～ 11:00

園庭開放 9/24 ㊏ 10:00 ～ 11:30

要申込

育成幼稚園　いくせいサークル　
大字桜井 70 　 42-2704 
　未就園児対象の園庭開放です。在園児が園生活を過ごし
ている朝の時間、園庭で幼稚園のお友だちと一緒に遊びま
しょう！

▽ �日時　9/9㊎、9/29㊍、10/13㊍、11/11㊎、11/24㊍、
12/1 ㊍　9:30 ～ 11:00

▽対象　未就園の子どもとその保護者

▽費用　無料
　創立100年以上を誇る歴史あ
る木造園舎は優しい温もりで園
児を包んでくれます。キリスト
教精神でモンテッソーリの教育
理念に基づいた一人ひとりを大
切にする保育を実践しています。

▽問い合わせ先　けんこう増進課（ 45‐3443）
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広
告

7/31日

7/28

木

広告に関する問い合わせは、大光宣伝 0120-540-888 へ

初めてのテーブルマナーにドキドキ
　大字高家にある「オーベルジュ・ド・ぷれざん
す桜井」で、２日間にわたり、親子のためのテー
ブルマナー教室が開かれました。おしゃれな空間
と美しく盛り付けられた料理に、参加者からは終
始笑みがこぼれました。子どもたちは、普段使い
慣れていないナイフとフォークに緊張しながらも、
おいしそうに食事を楽しんでいました。

木

交通安全母の会が、内閣総理大臣賞！
　安全功労者内閣総理大臣表彰を受賞した桜井交
通安全母の会の柴田会長らが、受賞報告に市役所
を訪れました。この受賞は「交通安全は家庭から」
をモットーに、45年以上も市内で精力的に活動し
てきた功績が認められたものです。柴田会長は「こ
れからもモットーを忘れず、歴史のある当会の活
動を受け継ぎ頑張っていきたい」と述べました。

7/21

桜井市

ＮＥＷＳ
PHOTO

❀
鳥居と花火のコラボ
　大神神社の摂社綱越神社で２日間例祭が行わ
れました。祭りの最後には約 2,000 発の奉納花火が
夜空を焦がし、多くの観客から歓声が上がりました。
大鳥居南側の駐車場には夜店が並び、歌や踊りが披
露されたステージも盛り上がっていました。
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期待に応えて、はじまります！
　保健福祉センター「陽だまり」のオープンを前に、
オープニングイベントと内覧会を行いました。お話
会や人形劇に、訪れた子どもたちは大喜び。建物に
元気な声が響き渡りました。健診や休日夜間診療所
が使いやすくなると期待の声が多数寄せられました。

8/4 木

7/29金

7/30 土

ランチタイムに音楽を♪
　毎月１回市民会館のロビーで開催されているラ
ンチタイムコンサート。75回目のこの日は、２人
のソプラノとピアノの演奏でした。集まった多く
の人は「いろんな音楽が聴けるので、毎月楽しみ
にしています」と話し、お昼のひと時を美しい音
色でゆったりと楽しんでいました。

土器の文様っていろいろあるね！
　市立埋蔵文化財センターで小学校 4年生～６年
生の児童が学芸員の仕事を体験する文化財教室が
開催されました。実際に発掘された土器を使って
土器の文様の写しをとる体験では、きれいに文様
が浮かび拓本ができた瞬間、子どもたちの目が輝
いていたのが印象的でした。
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作り方
①�ボウルに白玉粉と豆腐を入れて手でこねる。耳
たぶよりやわらかくなるように。硬いようなら
水分をたす。
②�①を 12等分した物を丸め、指で少しくぼみを
つける。
③�②を沸とうしたお湯に入れ、浮いてきたら冷水
にとる。
④ �鍋に Aを入れ、弱火にかける。とろみが出る
まで火 にかける。
⑤ 器に③を３個ずつ入れ、④をかける。

主に市内で活動しているグループや団体の情報を
掲載するコーナーです。イベント告知・メンバー
募集などにお使いください。

ふわふわみたらし団子

今月の１品

材 料 分量 (4 人分 )
白 玉 粉 ………………90g
絹ごし豆腐 …………… 90g
Ａ
水 …………………… 50ml
砂糖………… 大さじ 1・1/2
みりん……………小さじ 2
しょうゆ…………小さじ 2

 片栗粉……………小さじ 1
エネルギー 120kcal 
塩分　　　 0.4 ｇ

まちの掲示板

広
告

広告に関する問い合わせは、大光宣伝 0120-540-888 へ

このコーナーへ掲載を希望する人は、総務課文書広報係
（ 42-9111 内線 324）まで。先着順で受け付けます。
130字以内。掲載内容は要約することがあります。

桜井オートフェスタ開催！
自動車点検の重要性を知り、安全に車に乗っても
らうためオートフェスタを開催します。
9月 4日㊐ 10:00 〜 16:00
（雨天決行・荒天時は中止）
ホームセンターコメリ桜井店駐車場

※�自動車点検、緊急車両展示、部品単体展示、
　子ども免許証など
桝谷（ 42-3600）

日

所

問

大人の英会話・韓国語講座開講
文化を通じ、文字の読み書きと簡単な基礎会話を
学習します。各先着 15名。
9月 15日～毎週木曜日　
英語 18:00 〜 19:00、韓国語 19:30 〜 20:30
まほろばセンター
全８回 5,000 円（別途教材費 2,000 円）
国際文化交流協会（ 0725-22-0168）問

所

日

費
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ま
ち
か
ら
の
お
便
り

「
桜
井
を
つ
な
ぐ
人
」
の
企
画

で
、
市
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

人
を
た
く
さ
ん
紹
介
し
て
も
ら

え
る
と
、
嬉
し
く
頼
も
し
く
思

い
ま
す
。　
（
60
代
・
М
さ
ん
）

福
島
さ
ん
の
記
事
に
釘
付
け
に

な
り
ま
し
た
。
以
前
か
ら
気
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
心

意
気
で
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
一
度
参

加
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。　
　
　
（
30
代
・
Ｏ
さ
ん
）

読
未
知
の
会
が
活
躍
さ
れ
て
い

る
こ
と
、「
い
い
な
ぁ
～
」
と

思
っ
て
読
み
ま
し
た
。
桜
井
の

昔
話
や
歴
史
の
話
な
ど
が
あ
れ

ば
、
ま
た
楽
し
い
か
な
と
期
待

し
ま
す
。　　
（
70
代・Ｍ
さ
ん
）

　

市
内
で
活
躍
し
て
い
る
人
を

紹
介
す
る
「
桜
井
を
つ
な
ぐ
人
」

の
コ
ー
ナ
ー
が
楽
し
み
と
い
う

声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
身
近
に
取
り
上
げ
て
ほ

し
い
人
が
お
ら
れ
た
ら
、
ぜ
ひ

紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

「
大
和
さ
く
ら
い
１
０
０
選
」

の
紹
介
ペ
ー
ジ
で
、
桜
井
の
歴

史
を
学
び
、
楽
し
め
ま
し
た
。

（
50
代
・
Ｍ
さ
ん
）

こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
い
る
と
、

身
近
に
豊
富
な
歴
史
が
あ
る
こ

と
に
気
付
き
に
く
い
。
奈
良
や

桜
井
と
い
う
と
地
味
な
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
の
で
、
本
当
は
こ
ん

な
に
歴
史
の
あ
る
町
な
ん
だ
よ

～
と
い
う
Ｐ
Ｒ
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。　
　
（
40
代
・
Ａ
さ
ん
）

ひ
み
こ
ち
ゃ
ん
の
ペ
ー
ジ
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
桜
井
は
歴

史
が
深
く
ま
だ
知
ら
な
い
部
分

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
い
ろ
ん
な
所
を
紹
介
し

て
く
だ
さ
い
。（
60
代・Ｈ
さ
ん
）

　

身
近
す
ぎ
る
と
気
づ
き
に
く

い
桜
井
市
の
良
さ
。
歴
史
に
絡

め
て
、
今
後
も
わ
か
り
や
す
く

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　編
集
後
記

桜
井
市
の
魅
力
と
深
さ
に
ま
す
ま
す

惹
か
れ
て
い
ま
す
。
先
日
も
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
の
取
材
で
、
実
際
に

出
土
し
た
土
器
を
使
っ
て
勉
強
す
る

子
ど
も
の
姿
を
拝
見
。
教
材
も
資
料

も
本
格
的
。
毎
日
が
驚
き
の
連
続
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蓑
原
）

陽
だ
ま
り
オ
ー
プ
ン
の
日
に
、
表
紙

の
写
真
撮
影
会
を
行
い
ま
し
た
。
初

め
て
の
フ
ォ
ト
プ
ロ
ッ
プ
ス
を
持
っ

て
の
撮
影
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち

だ
け
で
な
く
、
大
人
も
笑
顔
に
な
る

楽
し
い
時
間
で
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
（
土
家
）

　大字浅古にある桜井市グリーンパーク
建設中のようす。完成は平成 15年４月で
す。まわりは緑と土ばかり。高い煙突の様
子が目立っていますね。

昔の写真を探しています。心当たりがあれば、
総務課文書広報係（ 42‐9111 内線 324）
までお寄せください。
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市民の動き　　平成28年７月31日現在（前月比）
　　　　　人口  58,757 人 (-44)〉〈男  27,970 人 (-8)〉〈女  30,787 人 (-36)〉〈世帯数  24,574 世帯 (-7）〉

　

山
の
辺
の
道
の
起
点
に
な
る
大
字
金
屋
一
帯

は
、
最
古
の
交
易
市
場
と
さ
れ
る
「
海つ

ば

い

ち

柘
榴
市
」

が
あ
っ
た
場
所
で
す
。

　

三
輪
山
の
南
西
麓
に
位
置
す
る
こ
の
辺
り
は
、

大
阪
か
ら
大
和
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
き
た
船
の
終

着
地
点
に
な
っ
て
お
り
、
山
の
辺
の
道
を
は
じ

め
、
磐
余
の
道
、
初
瀬
街
道
な
ど
の
諸
道
が
交
差

す
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
河
川
敷

は
、
現
在
整
備
さ
れ
静
か
な
公
園
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、当
時
は
各
地
か
ら
様
々
な
物
産
が
集
ま
り
、

と
て
も
栄
え
た
市
場
で
あ
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　
大
和
川
は
国
内
だ
け
で
な
く
、
古
代
大
和
朝
廷

と
大
陸
を
結
ぶ
重
要
な
ル
ー
ト
の
始
発
点
（
終
着

点
）
で
も
あ
り
、
諸
外
国
の
使
節
が
発
着
す
る
都

の
港
と
し
て
も
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

し
た
。
日
本
書
紀
に
よ
る
と
、
６
世
紀
の
欽
明
天

皇
の
と
き
、
百
済
の
聖
明
王
か
ら
こ
の
地
に
仏
像

と
経
典
が
送
ら
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

こ
と
か
ら
、
日
本
に
仏
教
が
伝
来
し
た
地
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
金
屋
河
川
敷
に
は
「
佛
教
伝

来
地
」
の
顕
彰
碑
が

建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
こ
の
辺
り

は
、
男
女
が
集
ま
っ

て
お
互
い

に
歌
を
詠

み
か
わ
す

「
歌う
た
が
き垣

」
の

場
に
な
っ
て

お
り
、
求
婚

す
る
場
所
で

あ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の

た
め
、
こ
の

地
で
詠
ま
れ
た
万
葉
集
は
数
多
く
残
っ
て
い
ま

す
。

　
海
柘
榴
と
は
椿
の
こ
と
で
、
も
と
も
と
は
海
柘

榴
市
と
書
い
て
、「
つ
ば
き
ち
」
と
読
ん
で
い
た

そ
う
で
す
。
柘
榴
と
書
い
て
ザ
ク
ロ
と
読
み
ま
す

が
、椿
の
果
実
が
ザ
ク
ロ
の
形
に
似
て
い
た
た
め
、

こ
の
よ
う
な
い
わ
れ
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
９
月
18
日
（
日
）
に
は
、
市
民
会
館
と
シ
ャ
ル

ト
ル
公
園
特
設
会
場
の
周
辺
で
、「
大
和
さ
く
ら

い
万
葉
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
店
舗
が
並
ぶ
現
代
版
海
柘
榴
市
は
、
毎
年
多
く

の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。
桜
井
に
最
古
の
市
場
が

あ
っ
た
と
い
う
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
、
ぜ
ひ
ご
家

族
や
友
人
と
一
緒
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
本
の
国
の
は
じ
ま
り
・
桜
井

～
最
古
の
市
「
海つ

ば

い

ち

柘
榴
市
」
で
賑
わ
っ
た
地
～

今月のプレゼント（５名様）

　柿の葉すし（鯖・鮭 10 個入り）

　今月は「柿の葉すし山の辺」さん
の鯖と鮭 10個入り柿の葉すしをプレゼント！土地
の水、米、柿の葉、さらに各地から取り寄せた素材
にもこだわった一品。11月～ 12 月
上旬までは紅葉の葉を使うなど、見
た目にも楽しませてくれます。
　ぜひ応募してください。

※�クイズ正解者の中から抽選でプレゼントが当たります。当
選者には市役所から「商品引換券」を発送しますので、直接
店舗に持参のうえ、プレゼントと引き換えてください。
※�発表は発送を持って代えさせていただきます。また、お送
りいただいた個人情報は、当選商品の発送のためにのみ使
用します。

広報クイズ
・桜井市は今年 9月 1日で市制施行何周年を迎えた？
  「　　　　周年」ヒント：桜井市の誕生は 1956年です。

アンケート
・広報わかざくら９月号のご意見、ご感想
・取り上げてほしい企画や内容

応募方法
クイズの答え、住所、氏名、年齢、アンケートを書いて、
ハガキ、FAXまたは右下のQRコードから応募してくだ
さい。
〒633 - 8585 桜井市役所総務課「広報９月号」係　
FAX 42 - 2656
締切：９月 15日㊍柿の葉すし山の辺

桜井市山田 676-2　 45-3675

クイズ
＆

プレゼント

至 明日香

★飛鳥資料館● ●
老人ホーム

至 

桜
井
市
街

県
道

15
号

歌垣プレートとひみこちゃん


